
元結杜若海遺跡群（40）  

元結杜若海道跡群（46）  

元結杜若海道跡群（49）  

元結杜若海遺跡群（50）  

前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴う  

埋蔵文化財発掘調査報告書  

〔
〓
〕
－
 
 

l  

元総社蒼†毎週跡群（40）H13号住居  

跡出土の棒状鉄製品  

2013．3  

前橋市教育委員会   





/ 
/ 

1 元総社蒼海遺跡群(40) 調査区全景(北から)

口絵 1



口絵 2

2 元総社蒼海遺跡群(40) 調査区全景(南東から)

3 元総社蒼海遺跡群(40) 調査区全景(真上から)



口絵 3

4 元総社蒼海遺跡群(40) J - 3 全景(東から)

5 元総社蒼海遺跡群(40) J - 3 全景 (北から)



口絵 4

6 元総社蒼海遺跡群(40) J - 2 全景(北から)

7 元総社蒼海遺跡群(40) H -29 全景(南から)



口絵 5

8 元総社蒼海遺跡群(40) H -13 全景 (西から)

9 元総社蒼海遺跡群(40) 鍛冶遺構全景 (南から)





は じ め に   

関東平野の北西部に群馬県は位置し、前橋市はその中央、上毛三山のひとつ名峰赤  

城を背にし、利根川や広瀬川が市街地を貫流する、四季折々の風情に溢れる県都です。  

無かな自然環境にも恵まれ、2万年前から人々が生活を始め、縄文時代の遺跡も、市  

内の随所に存在します。   

古代における前橋台地は、広大な穀倉地帯を控え、前橋天神山古墳などの初期古墳  

をはじめ王山古墳・天川二子山古墳といった首長墓が連綿と築かれ、上毛野国の中心  

地として栄えました。また、律令時代になってからは総社・元総社地区に山王廃寺、  

国分僧寺、国分尼寺、国府など上野国の中枢をなす施設が次々に造られました。   

中世になると、戦国武将の長尾氏、上杉氏、武田氏、北条氏が鏑をけずった地とし  

て知られ、近世においては、譜代大名の酒井氏、松平氏が居城した関東三名城の一つ  

に数えられ、「関東の華」とも呼ばれた厩橋城が築かれました。   

やがて近代になると、生糸の一大生産地であったことから、横浜に至る街道は「日  

本のシルクロード」とも呼ばれ、横浜港からは前橋シルクの名で海外に輸出され、近  

代日本の発展の一罪を担いました。   

今回、報告書を上梓する元総社蒼海遺跡群（40）・（46）・（49）・（50）は、上野国府  

推定区域や上野国分僧寺・国分尼寺などの施設を擁する古代上野国の中枢地域であり、  

多くの注目が集まっております。今回の調査では、国府そのものに関連する遺構の検  

出・確認はかないませんでしたが、縄文時代の竪穴住居跡をはじめ、古墳時代から平  

安時代にいたる多くの竪穴住居跡を調査しました。今回の調査成果をはじめとしてこ  

れまでの調査成果の蓄積は、国府や国府のまちの姿を再現するための資料と考えてお  

ります。残念ながら、現状のままでの保存が困難なため、記録保存という形になりま  

したが、今後、地域の歴史・前橋の歴史を解明する上で、貴重な資料を得ることがで  

きました。   

最後になりましたが、関係機関や各方面の多大なるご配慮・ご尽力により調査事業  

を円滑に進められことができました。また、記録的な猛暑そして寒風の中、発掘調査  

担当者・作業員のみなさんに厚くお礼申しあげます。   

本報告吾が斯学の発展に少しでも寄与できれば幸いに存じます。  

平成25年3月  

前橋市教育委員会  

教育長 佐 藤 博 之   



例  口  

1本報告書は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴う元総社蒼海遺跡群（40）・（46）・（49）・   

（50）の発掘調査報告書である。  

2 調査主体は、前橋市教育委員会管理部文化財保護課である。  

3 発掘調査の要項は次のとおりである。  

調  査  場  所  群馬県前橋市元総社町1509番地 ほか  

発 掘 調 査 期 間  平成24年5月9日～平成24年12月27日  

整理・報告書作成期間  平成24年12月22日～平成25年3月19日  

発掘・整理拒当者  藤坂和延・細野泰宏  

4 本書の原稿執筆・編集は藤坂・細野が行った。  

5 発掘調査・整理作業にかかわった方々は次のとおりである。   

阿部シゲ子・大木伸二・神山早苗・佐藤簡詳・関根その子・高野 繁・角田節子・武井洋子・渡木秋子・   

中澤光江・仲野正人・中林美智子・平林しのぶ・真庭武志・矢島 忠  

6 発掘調査で出土した遺物は、前橋市教育委員会文化財保護課で保管されている。  

凡  例  

1 挿図中に使用した北は、座標北である。  

2 挿図に国土交通省国土地理院発行の1：200，000地形図（宇都宮、長野）、1：25，000地形図（前橋）、1：2，500   

前橋市規形図を使用した。  

3 遺跡の略称は、24A130－40・24A130－46・24A13049・24A130－50である。  

4 遺構及び遺構施設の略称は、次のとおりである。   

J…縄文時代の竪穴住居跡JD…縄文時代の土坑 U…縄文時代の埋彗 H‥・古墳・奈良・平安時代の竪穴   

住居跡 T＝∵竪穴状遺構 W・・・溝跡 A・・・道路状遺構 D・・・土坑 P…ピット貯蔵穴（住居内P5を貯蔵穴  

とした。） Ⅹ…性格不明遺構 0・・・風倒木跡  

5 遺構・遺物の実測図の縮尺は、原則的に次のとおりである。その他、各図スケールを参照されたい。   

遺構 全体図…1／200・住居跡・竪穴状遺構・溝跡・土坑・ピット‥・1／60 竃・炉平・断面図…1／30   

遺物 土器・鉄製品…1／3、1／4 石器・石製品・土製品・＝ 1／1、1／3  

鉄器・鉄製品…1／2 瓦・・・1／6  

6 計測値については、（）は現存値、［］は復元値を表す。  

7 セクション注記と遣物観察表の色調については、新版標準土色帳（小山・竹原1967）を基準とした。  

8 遺構平面図の＝－－「は推定線を表す。  

9 スクリーントーンの使用は、次のとおりである。   

遺構平面図 焼 土…臣＝享≡ヨ  粘土…膵臓間   

遠横断面図 構築面…物   

遺物実測図 須恵器断面・・・    灰粕陶器断面・・・巨≡萱≡ヨ 灰粕陶器表面…「√m  

緑粕陶器断面…担 内黒…出  粘土、たたき…細  

いぶし焼成・・・仁≡≡∃ 煤、炭化物付着・・・巨恕郡剖 石：煤、被熱痕…堅≡「1  

10 主な火山降下物等の略称と年代は次のとおりである。  

As－B （浅間B軽石：供給火山・浅間山、1108年）  

Hr－FP（榛名ニッ岳伊香保テフラ：供給火山・榛名山、6世紀中葉）  

Hr－FA（榛名ニッ岳渋川テフラ：供給火山・榛名山、6世紀初頭）  

AsC （浅間C軽石：供給火山・浅間山、4世紀前半）  

云   
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Ⅰ 調査に至る経緯  

本発掘調査は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴い実施され、13年目にあたる。本調査地は、  

周辺で埋蔵文化財調査が長年に渡って行われていることから、遺跡地であることが確認されている。   

平成23年4月22日付けで、前橋市長 高 木 政 夫（区画整理第二課）より前橋都市計画事業元総社蒼海土  

地区画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査の依頼が前橋市教育委員会に提出された。前橋市教育委員会ではこれ  

を受け、5月10日に現地での発掘調査を開始するに至った。   

なお、遺跡名称は区画整理事業名を採用し、過年度に発掘調査を実施した遺跡と区別するための数字を付し、  

それぞれ「元総社蒼海遺跡群（40）」（遺跡コード：24A13040）・「元総社蒼海遺跡群（46）」（遺跡コード ：24A  

13046）・「元総社蒼海遺跡群（49）」（遺跡コード：24A13049）・「元総社蒼海遺跡群（50）」（遺跡コード：24A  

13050）とした。  

ⅠⅠ遺跡の位置と環境   

1 遺跡の立地   

前橋市は、利根川が赤城・榛名の両火山の裾合を経て関東平野を望むところに位置し、地形・地質の特徴から、  

北東部の赤城火山斜面、南西部の前橋台地利根川右岸、南部から南西部にかけての前橋台地の利根川左岸、東部  

の広瀬川低地帯という4つの地域に分けられる。   

本遺跡の立地する前橋台地は、約24，000年前の浅間山噴火によって引き起こされた火山泥流堆積物とそれを被  

覆するローム層（水成）から成り立っている。台地の東部は、広瀬川低地帯と直線的な崖で画されていて、台地  

の中央には現利根川が貫流している。現在の利根川の流路は中世以降のもので、旧利根川は現在の広瀬川流域と  

推定される。台地の西部には榛名山麓の相馬ヶ原扇状地が広がり、榛名山を源とする中小河川が利根川に向かっ  

て流下し、台地面を刻んで細長い微高地を作り上げている。総社・元総社付近の染谷川や牛池川は、微高地との  

比高3m～5mを測り、段丘崖上は桑畑を主とした畑地として利用されてきた。   

本道跡は、前橋市街地から利根川を隔て、西へ約31【mの地点、前橋市元総社町地内に所在している。南東へ約  

11（mの所に上野国総社神社があり、すぐ西には関越自動車道が南北に走っている。さらに、遺跡地の南側には国  

道17号線、主要地方道前橋・群馬・高崎線が東西に走り、東側には市道大友・石倉線が南北に走り、これらの幹  

線道路を中心にオフィスビルや大規模小売店が進出している。本遺跡はこれらの幹線道路から奥に入ったところ  

に位置し、周囲には田畑が多い住宅地という静かで落ち着いた環境である。  

2 歴史的環境   

本道跡地周辺には、古墳時代後期から終末までの上野地域と中央政権との関連をうかがわせる総社古墳群と山  

王廃寺、古代の中心地であった上野国府、さらに、中世には長尾氏により国府の堀割を利用し築かれたとされる  

蒼海城があり、歴史的環境に優れている。周辺の埋蔵文化財発掘調査によって、これまで連綿と続いてきた歴史  

を物語る多くの新しい知見が集積されている。   

縄文時代の遺跡としては、前期・中期の集落跡が検出された産業道路束・西遺跡や上野国分僧寺・尼寺中間地  

域が筆頭に挙げられ、縄文文化を考える上で重要な資料といえる。   

弥生時代の調査例は少ない。当時の稲作の様子を示す水田・集落跡等が検出された日高遺跡、後期住居跡が検  
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出された上野国分僧寺・尼寺中間地域や桜ヶ丘遺跡、下東西遺跡等に散見するだけである。   

古墳時代の遺跡としては、まず本遺跡の北東に広がる総社古墳群が挙げられる。総社古墳群を代表するものに  

は、前方後円墳である遠見山古墳、川原石を用いた積石塚である王山古墳、前方部と後円部にそれぞれ横穴式両  

袖型の石室が築造された前方後円墳の総社二子山古墳、両袖型横穴式石室をもつ方墳の愛宕山古墳、県内古墳最  

終末期と考えられ仏教文化の影響を強く受けた方墳の宝塔山古墳があり、この地域と中央との関係を考えるうえ  

で重要な意味をもつ古墳群といえる。また、宝塔山古墳の南西500mには白鳳期の建立と考えられる山王廃寺跡（放  

光寺）がある。さらにこの寺の塔心礎や石製鴎尾、根巻石等の石造物群は、宝塔山古墳の石棺や蛇穴山古墳の石  

室と同系統の石造技術を駆使して加工されている。これらのことから、この寺は上野地域を治めていた「上毛野  

氏」の氏寺であり、この古墳群には「上毛野氏」一族が葬られているとも考えられている。これらから、この地  

が「車評」の中心地として、仏教文化が古墳文化と併存しながら機能していた様子が窺える。なお、平成18年度  

から5カ年計画で「山王廃寺範囲内容確認調査」が実施され、平成18年度では「講堂」の版築基壇や「回廊」の  

北東根石、平成19年度では「金堂」の版築基壇や「回廊」の西側根石が、平成20年度では「塔」の基壇とその周  

辺部が確認された。さらに平成21年度では「推定中門」と「西側南側回廊」の周辺部が、平成22年度は北西隅の  

回廊と接するように「基壇建物跡」と「北方建物郡」が確認された。   

奈良・平安時代になると、上野国府、国分僧寺、国分尼寺の建設と相まって、本地域は古代の政治的・経済的・  

文化的中心地としての様相を呈してくる。律令期における国司の政治活動拠点で地方を統治する機能をもつ国府  

は、元総社地区に置かれたとされる。   

国府に関連する遺跡には、県下最大級の掘立柱建物跡が検出された元総社小学校校庭遺跡や「囲厨」「曹司」「国」  

「邑厨」等と書かれた墨書土器や人形が出土した元総社寺田遺跡などがある。また、国府域の推定を可能にした  

大規模な東西方向の溝跡が検出された閑泉樋遺跡や元総社蒼海遺跡群（7）（9）（10）と南北方向の溝跡が検出された  

元総社明神遺跡の調査成果により、国府域の東北外郭線が想定されるに至った。さらに、周辺遺跡からは、宮人  

が用いたと考えられる円両税、巡方（腰帯具）、緑？陶器も出土し、国府について考えるうえで貴重な資料となって  

いる。   

国分僧寺は大正15年に国指定史跡となり、昭和40年代から部分的ながら調査が進められるようになった。本格  

的な発掘調査は昭和55年12月から始まり、主要伽藍の礎石、築垣、塀等が確認されている。さらに、国分尼寺の  

調査では、昭和44・45年に推定中軸線上のトレンチ調査が行われ伽藍配置が推定できるようになった。平成12年  

に前橋市埋蔵文化財発掘調査団で南辺の寺域確認調査を行い、東南隅と南西隅の築垣、それと平行する溝跡や道  

路状遺構が確認された。国分僧寺、国分尼寺周辺では、関越自動車道建設に伴う発掘調査が行われ、上野国分僧  

寺・尼寺中間地域では、当時の大規模な集落跡や掘立柱建物群が検出されている。   

また、群馬町（現高崎市）の調査等により、本遺跡から約1．5km南の地点にN－64DE方向の東山道（国府ルー  

ト）があることが推定されている。推定日高道は、日高遺跡で検出された幅約4．5mの道路状遺構を国府方面へ延  

長したものである。これらは、当時の交通網を物語る重要な遺構である。   

中世に至り、永享元年（1429）、上野国守護代の長尾氏によって古代国府跡に築かれた蒼海城は城郭としての機  

能を有し県内でも最古級に位置づけられる。しかも、県下最初の城下町を形成したと考えられている。蒼海城の  

縄張りは国府と関係が深く、現在の本地域の主要道路はこの縄張りに沿って造られていると推測される。   

このように歴史的に重要な役割を果たしてきた総社・元総社地区であるが、その中でも上野国府が所在したと  

推定される元総社地区は注目される地域の一つである。元総社蒼海土地区画整理事業に伴い、平成11年より継続  

的に本地域の発掘調査が行われている。これにより、手付かず状態であった本地域の全容が明らかになっていく  

であろう。今後、この調査の進捗によって、上野国府や蒼海城が解明されていくことを期待する。  
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Tab．1 元総社蒼海遺跡群周辺遺跡概要一覧表  

番号   遺跡名   調査年度  時代：主な遺構・出土遺物   

11  元総社蒼海遺跡群（40）   2012  本遺跡   

上野国分尼寺跡   

4  山王廃寺跡   

5  東山道（推定）  

6  日高道（推定）  

田  稲荷山古墳   1988  古墳：円墳（6C後半）   

10  愛宕山古墳   1996  古墳：円墳（7C初）   

16  産業道路西遊跡  縄文：住居跡   

19  正観寺遺跡Ⅰ～Ⅳ（高崎市）  1979′）81  弥生：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中世：溝跡   

縄文：住居跡・配石遺構、弥生：住居跡・方形周溝墓、古墳：住居跡、奈良・平安：住  

居跡・掘立柱建物跡、中世：掘立柱建物跡・≠削大道枇・道路状遺構   

21  清里南部遺跡群・【l【   1980  縄文：ピット、奈良・平安：住居跡、溝跡   

縄文：屋外埋狂、弥生：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・堀立住建物跡・  
下東西遺跡（事業団）   1980一）84  

柵列、中世：住居跡・溝跡   

国分境遺跡（事業団）   1990  古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡  

24         国分境ⅠⅠ追跡   1991  古墳：住居跡、奈良・平安二住居跡  

国分境ⅠI一道跡（群馬町）   1991  古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・畠跡、中世：土城塞   

古墳：住居跡・水出跡・堀跡、奈良・平安：住居跡・溝跡・大形人形、中世：住居跡・  
25  元総社明神追跡Ⅰへ／Ⅹl【［   1982～96  

溝跡・天目茶碗   

26  北原遺跡（群馬町）   1982  縄文：土坑・集石遺構、古墳：水田跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡   

27  鳥羽遺跡（事業団）   1978／）83  古墳：住居跡・鍛治場跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡（神殿跡）   

28   閑泉樋遺跡   1983  奈良・平安：構跡（上幅6，5～7m、下幅3．24m、深さ2m）   

29  柿木追跡・ⅠⅠ遺跡   1983，88  奈良・平安：住居跡・消跡   

1984  古墳：住居跡、平安：住居跡、中世：井戸跡   

弥生：住居跡  

総社桜ケ丘追跡・ⅠⅠ遺跡   1985，87  奈良・平安：住居跡   

1985  古墳：住居跡、奈良・平安：溝跡   

It【（群馬町）  1985／）87  古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中世：道路状遺構   

田  塚田村東遺跡（群馬町）   1985  平安：住居跡   

35  寺田遺跡   1986  平安：溝跡・木製品   

36  天神遺跡・ⅠⅠ追跡   1986，88  奈良・平安：住居跡   

37  屋敷遺跡・ⅠⅠ追跡   1986，95  古墳：住居跡、平安：住居跡、中世：堀跡・石敷遺構   

38  大友屋敷Ⅰト日通跡   1987  古墳：住居跡、平安：住居跡・溝跡・地下式土坑   

39  堰越遺跡   1987  奈良・平安：住居跡・溝跡   

ロ  



番号   遺跡名   調査年度   時代：主な遺構・出土遣物   

40  堰越ⅠⅠ遺跡   1988  平安：住居跡   

41  昌楽寺廻向遺跡・ⅠⅠ追跡   1988  奈良・平安：住居跡   

42  村東遺跡   1988  古墳：住居跡・満跡、奈良・平安：住居跡、中世：堀跡   

43  熊野谷遺跡   1988  縄文：住居跡、平安二住居跡・満跡   

43  熊野谷ⅠⅠ・ⅠⅠⅠ遺跡   1989       平安：住居跡   

田  元総社寺田遺跡Ⅰ～lll（事業団）  1988′－、一91  古墳：水田跡・溝跡、奈良・平安：住居跡・満跡・人形・斎串・墨書土器、中世：構跡   

45  弥勤遺跡・ⅠⅠ遺跡   1989，95  古墳：住居跡、平安：住居跡   

縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中世：掘立柱建物跡・地下式土坑・  
46  大屋敷遺跡Ⅰ／、Ⅵ   1992′、、ノ2000  

溝跡   

47  元総社稲葉遺跡   1993  縄文：土坑、平安：住居跡・瓦塔   

四  上野国分寺参道遺跡   1996  古墳：住居跡、平安：住居跡   

49  大友宅地添遺跡   1998  平安：水田跡   

総社閑泉明神北遺跡   1999  古墳  、・水田跡・溝跡、中世：溝跡  

総社閑泉明神北ⅠⅠ遺跡   2001        主居跡・満跡  
50                        総社閑泉明神北Ⅴ遺跡   2004        主居跡  

元総社蒼海遺跡酵（7）   2005  

元総社蒼海遺跡群（9）i（10）   2006  古墳：住居跡、奈良・平安     主居跡・掘建柱建物跡・滞跡   

古墳：住居跡、平安：住居跡・掘立柱建物跡・鍛冶場跡・満跡・道路状遺構、中世：溝  
51  元総社宅地遺跡1～23トレンチ  2000       跡、近世：住居跡・五輪塔・碗類   

52  元総社小見遺跡   2000  縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡・満跡・道路状遺構   

53  元総社西川遺跡（事業団）   2000  古墳：住居跡・畠跡、奈良・平安：住居跡・構跡   

総社甲稲荷塚大道西遺跡   2001  奈良・平安   世：畠跡、近世：溝跡  
54  

総社甲稲荷塚大道西ⅠⅠ遺跡   2001  古墳  跡、奈良・平安：住居跡■・満跡、近世：満跡   

元総社小見内IlI遺跡   
古墳：住居跡・鞘跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡・滞跡、中世：据立柱建物跡、  

2001  
溝跡  

55              ーt・－■H■－t・－■＝・・■t・●－－■・・・・■・・・・■■－t■t一▲■■■■●■■■  

元総社小見内Ⅵ遺跡   2003         中世：井戸跡  
元総社蒼海遺跡群（12）   2006  古墳         跡   
総社甲稲荷塚大道西I11遺跡   2002  古墳       主居跡・畠跡・溝跡  

56                総社閑泉明神北Itl遺跡   2002          跡  
総社甲稲荷塚大道西Ⅳ遺跡   2003  古墳  

元総社小見ⅠⅠ遺跡   2002   
醸鞍：住居跡、古墳＝住居跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡、中世‥満跡・道路  

状識檜  

2003  魔女■‡■壬住居跡、古       跡、中世：掘立柱建物跡  

2do4  噂貰≡革住居   跡、古墳：住居跡、奈良・平安    跡   

2005  縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡   

元総社小見ⅠⅠ【遺跡   2002  縄文        跡・満跡、中世：洒跡・道路状遺構  
58  

元緬社草作Ⅴ遺跡   2002  古墳  

元総社小見内Ⅳ遺跡   2002  奈良・平安   車物跡・溝跡、    中世：土塀墓・掘立柱建物跡・滞跡  

元総社小見内〉山遺跡   2003        中世：竪穴状遺構  
・・■■＝・■■・■－－■■－■■・・・・■■・■イ・■●●＝●■■月■■■一■■■■．■■■■■  

住居跡、奈良・平要    主居跡・工房  跡・粘土採掘坑・金片・金片、中世：満跡・  
申                              元総社小見内IX・Ⅹ遺跡   2004  

土墳墓  

元総社蒼海遺跡群（2）（6）   2005        主居跡、井戸跡、中世：溝跡  

元総社蒼海遺跡群（11）   2006  古墳：住居跡、奈良  

60  元総社北川遺跡（事業団）   2002／‾－04  古墳：水田跡、奈良・平安：住居跡・畠跡、中・近世：掘立柱建物跡・水田跡・火葬基   

61  稲荷塚道東遺跡（事業団）   2003  古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・溝跡・竃構築材採掘痕・井戸跡   

元総社小見内Ⅶ遺跡   2003  縄文      主居跡・掘立柱建物跡、中世：畠跡・構跡  
62               ・－－■■・■■●■－・－●－■■」■一：・・さ■－・■・・ナ・・■■－tr●＝●一●■■■ヽ  

元総社蒼海遺跡群（1）（5）   2005  奈良       中世：溝跡二土坑墓   

63  元総社蒼海遺跡群（8）   2006  奈良・平安：住居跡、緑柚陶器   

※ 調査年度の欄の（）は調査開始年度を表す。※遺跡名の欄の（事業団）は（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団を表す。  
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ⅠⅠⅠ調査方針と経過   

1 調査方針   

委託された調査箇所は、蒼海遺跡群（40）・蒼海遺跡群（41）を除き、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整  

理事業に伴う道路建設予定地が主たる調査地であるため、幅6mほどの極めて狭長なトレンチ状の調査区が中心  

となっている。本報告書で報告する遺跡の総調査面積は1，760Ⅰぜである。   

遺構番号は、遺跡ごとに付番することとし、（40）H1号住居跡、（46）H1号住居跡のように遺構の前に  

必ず遺跡名に付した数字を付すこととした。   

グリッド座標については国家座標（日本測地系）Ⅹ＝十44000・Yニー72200を基点（Ⅹ0・YO）とする4m  

ピッチのものを使用し、蒼海遺跡群（40）においては、西から束へⅩ36、37、38・・・、北から南へY138、139、140・・・  

と付香し、グリッド呼称は北西杭の名称を使用した。   

ちなみに、この蒼海遺跡群（40）のⅩ37・Y139の公共座標は以下のとおりである。  

日本測地系  Ⅹ＝＋43，444．000  Y＝－72，052．000  

緯  度  36023′20′′  経  度   139001′48′′  

子午線収差角  ＋0028′35′′  増 大 率  0．99996384   

なお、平成11年3月11日の東日本大震災に伴い、地形が歪んだため誤差が生じた。昨年度は座標補正プログラ  

ムが発表になったのが、すべての調査区への方眼杭の設置が終了したあとであったため、誤差が生じたままの調  

査となり、Ⅹ座標が0．0618～0．619m、Y座標が0．4638～0．4650mの誤差が生じている   

本年度は、改めてGPSにより座標を取り込み、グリッドを設定した。   

調査方法については、表土掘削・遺構確認・方眼杭等設置・遺構掘下・遺構精査・測量・全景写真ので行うこ  

ととした。このうちの遺構確認については、基本的にAsC・HrFP軽石とAs－B軽石が混入する土層を手がか  

りにした。   

図面作成は、平板・簡易遣り方測量を用い、遺構平面図は原則として1／20、住居跡竃は1／10の縮尺で作成し  

た。遺物については平面分布図を作成し、台帳に各種記録を記載しながら収納した。包含層の遺物はグリッド単  

位で収納し、重要遺物については分布図・遺物台帳の記載を行い収納した。  

2 調査経過及び概要   

現地調査は平成24年5月9日から12月27日まで行った。   

本年度実施した調査地は7カ所で、それぞれ「元総社蒼海遺跡群（40）」（遺跡コード：24A130－40）・「元総社  

蒼海遺跡群（41）」（遺跡コード：24A130－41）・「元総社蒼海遺跡群（42）」（遺跡コード：24A13042）・「元総社  

蒼海遺跡群（43）」（遺跡コード：24A13043）・「元総社蒼海遺跡群（46）」（遺跡コード：24A13046）・「元総社  

蒼海遺跡群（49）」（遺跡コード：24A13049）・「元総社蒼海遺跡群（50）」（遺跡コード：24A130－50）とした（以  

後「元総社蒼海遺跡群」を省略して付された数字のみで表記する）。   

調査班は2班で構成し、1班は（40）・（46）・（49）・（50）の4遺跡を調査。2班は（41）・（42）・（43）の3遺  

跡を調査した。   

なお、（49）については、（43）の隣接地であり、工事の兼ね合いから調査が2時期に分かれたところから、（43）  

の続きとして調査を実施した。そのため、遺構番号も（43）からの連番で付したが、報告書作成にあたり、執筆  

の混乱を避ける意味合いから、改めて（49）と遺跡名を振りなおした（遺物への注記は（43）からの連番で実施  

した）。  
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Fig．3 元総社蒼海遺跡群（40）（46）（49）（50）   



×200  ×250  ×300  

調査区位置図とグリッド設定図  

9 －   



以下その対照表を記す。  

（43） H5 H－6 H－7 H－8 H9 H－10 W2  
（49） H1 Hp2 H－3 Hr4 H5 Hr6 W1   

上記以外の遺構については、遺跡名称が（43）ではあるが、遺構名はそのままである。   

蒼海遺跡群（40）は蒼海遺跡群の西方部あたり、縄文時代の竪穴住居跡をはじめ古墳時代から平安時代の竪穴  

住居跡が多数検出された。蒼海遺跡群（41）とは道路を挟んで西部に位置する。   

蒼海遺跡群（46）は推定上野国分尼寺の南部にあたる地域であるが、遺構の密度は低く、竪穴住居跡1軒と、  

時期不明の井戸跡1基のみであった。尼寺に近いためか、住居の竃の構築には瓦が利用されていた。   

蒼海遺跡群（49）は蒼海遺跡群の南方部で、奈良・平安時代の竪穴住居跡が6軒、土坑3基、溝1条、井戸跡  

2基が検出された。蒼海遺跡群（43）に隣接して北西に位置する。   

蒼海遺跡群（50）は蒼海遺跡群の西方部にあたり、調査面積に比して縄文時代の竪穴住居跡1軒、古墳～平安  

時代の竪穴住居跡18軒、時期不明土坑4基と比較的多い。   

それぞれの、遺跡において、遺構精査後、記録図面の作成・記録写真の撮影を実施し、埋め戻し等を行い調査  

を終了した。  

12月21日に現場事務所の撤収・機材等の撤収作業の一部を実施し、蒼海遺跡群（40）の縄文時代の遺構の図面  

記録を終了させ、文化財保護課庁舎に戻った。出土遺物・図面・写真等の整理作業及び報告書作成にあたり、本  

報告書の発行をもってすべての作業を終了した。  
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Ⅳ 元総社蒼海遺跡群（40）   





1 調査区の概要   

本報告書において報告する4つの調査区のうち最大の調査区で、調査面積は3，980Ⅰげを図る。蒼海遺跡群の南西  

部に位置し、関越自動車から直線距離にして約100m東に位置する。蒼海遺跡群（41）とは南北道路を挟んで東西  

に並ぶ。染谷川の東方的200m、標高は121m前後である。周辺では過去に＊回調査が実施されており、縄文時代  

の竪穴住居跡、古墳時代から平安時代にかけての竪穴住居跡など数多く検出されている。今回検出された遺構は、  

縄文時代の前期・中期の竪穴住居跡4軒、古墳時代から平安時代にかけての竪穴住居跡が39軒が検出された。   

特筆される遺構としては、鍛冶遺構を住居内に敷設する竪穴住居跡の検出、出土遺物としては、H－20号住居  

跡から出土した丸輌などが挙げられよう。  

2 基本層序  
Ⅰ層  黒褐色土 現耕作土。砂質土。  

II層  黒褐色土 粒度の大きい砂質土。As－C、HrFPを  

混入。  

ⅠⅠⅠ層  黒褐色土ⅠⅠ層より漸移的に変化する。砂の粒度  

は細かくなる。混入するAsLC、HrFP  

は少なくなり、総社砂層起因の砂質土  

のブロックが混入し始める。  

ⅠⅤ層  暗褐色土ⅠⅠⅠ層より漸移的に変化する。砂の粒度  

はさらに細かくなる。混入するAs－C、  

HrFPもさらに少なくなる。  

ⅠVa層 黒褐色土ⅠⅤ層に似るが、色調は暗くなる。  

ⅠVb層 黒褐色土ⅠVa層とⅤ層の中間的な層序で、Ⅴ層  

へは漸移的に変化する。  

Ⅴ層  暗褐色土 総社砂層を起因とする。砂質土層。  

Va層 暗褐色土 総社砂層を起因とする。砂質土層。  

Vb層 黒褐色土 総社砂層を起因とする。シルト質土。  

】   

Fig．4 元総社蒼海遺跡群（40）基本層序  

ⅤⅠ層  黒褐色土 水成堆積のローム質土。総社砂層。ⅤⅠⅠ層よりも軟らかい。  

ⅤⅠⅠ層  暗褐色土 水成堆積のローム質土。総社砂層。堅撤でよく締まる。  

※住居跡はⅤⅠⅠ層を掘り込んで構築される。  

3 縄文時代の遺構と遺物  

（1）竪穴住居跡  

」－1号住居跡（Fig．6、PL．4）  

位置 Ⅹ41・42、Y147～149グリッド 主軸方向 N3lOE 形状等 楕円形、東西（4．60）m、南北（7．00）m、  

壁現高38c川 面積（27．95）が 床面 遺構南西部を風倒木痕により壊される。残存部はほぼ平坦。 炉 埋賓  

炉 ピット Pl長軸64cm、短軸40cm、深さ36cm P2 長軸64cm、短軸52cm、深さ15cm P3 長軸74cm、  

短軸68cm、深さ77cm 重複 なし 出土遺物 縄文時代中期加曽利E3式期の深鉢、打製石斧、石鍍 時期 縄  

文時代中期加曽利E3式期  
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」－2号住居跡（Fig．7、PL．5）  

位置 Ⅹ41・42、Y142～144グリッド 主軸方向 NA860－E 形状等 楕円形、東西2．90m、南北2．74m、壁  

現高67cm 面積（23．35）麒 床面 遺構南西部を風倒木痕により壊される。ほぼ平坦 炉 地床炉 ピット  

Pl長軸44cm、短軸32cm、深さ53cm P2 長軸28cm、短軸20cm、深さ10．5cm P3 長軸36cm、短軸32cm、  

深さ35cm P4 長軸32cm、短軸28cm、深さ26cm P5 長軸40cm、短軸32cm、深さ31cm P6 長軸24cm、短  

軸20cm、深さ19cm P7 長軸32cm、短軸28cm、深さ24cm P8 長軸20cm、短軸16cnl、深さ16cm P9 長軸  

28cm、短軸22cm、深さ22cm PlO 長軸24cm、短軸23cm、深さ12cm 重複 H25、H36と重複し、いずれよ  

り古い 出土遺物 縄文時代前期諸磯b・C式期の深鉢、打製石斧、石匙、石鋲 時期 縄文時代前期諸磯C式  

期  

」－3a号住居跡（Fig．8・9．、P†′．5・6）  

位置 Ⅹ36～38、Y138・139グリッド 主軸方向 N740－E 形状等 丸みを持つ方形、東西（8．40）m、南北  

（5．24）m、壁現高56cm 面積（30．98）ITj 床面 ほぼ平坦 炉 地床炉 重複J3bと重複し、本住居跡が  

新しい 出土遺物 縄文時代前期磯C式期の深鉢、打製石斧、石匙、石鍍 時期 縄文時代前期磯C式期の新し  

い段階  

」－3b号住居跡（Fig．8・9、PL．6）  

位置 Ⅹ36～39、Y138～141グリッド 主軸方向 N－84ローE 形状等 角丸方形、東西（9．88）m、南北10．80  

m、壁現高56m 面積 90．03m3 床面 ほぼ平坦 炉 未検出 重複J3aと重複し、本住居跡が古い。  

出土遺物 縄文時代前期磯C式期の深鉢、打製石斧、石錐、石鍍 時期 縄文時代前期磯C式期  

（2）土坑  

JD－1号土坑（Fig．10、PL．6）  

位置 Ⅹ37・38、Y141グリッド 主軸方向 N－113OE 形状等 楕円形 長軸長0．78m、短軸長0．64m、壁  

現高34．5cm 重複 なし 出土遺物 縄文時代前期磯C式期の深鉢 時期 縄文時代前期磯C式期  

」D－2号土坑（PL．6）  

位置 Ⅹ38、Y141・142グリッド 主軸方向 N600E 形状等 楕円形 東西5．00m、南北4．40m、壁現高  

28．5cm 重複 なし 出土遺物 なし 時期 覆土の状況から縄文時代の土坑と判断したが時期等詳細は不明  

（3）埋嚢  

∪－1号埋嚢（Fig．10、PL．7）  

位置 Ⅹ141、Y148グリッド 重複 遺構との重複はないが東半分は耕作痕に切られる。 出土遺物 縄文時代  

中期加曽利E3式期の深鉢 時期 縄文時代中期加曽利E3式期  

U－2号埋嚢（Fig．10、PL．7）  

位置 Ⅹ140、Y147グリッド 重複 なし 出土遺物 縄文時代中期加曽利E3式期の深鉢 時期 縄文時代中  

期加曽利E3式期  
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4 古墳時代～平安時代の遺構と遺物  

（1）竪穴住居跡  

H－1号住居跡（Fig．10、PL7）  

位置 Ⅹ41・42、Y150グリッド 主軸方向 N－9lOE 形状等 隅丸方形 東西5．54m、南北（2．40）m 壁現  

高41．5cm 面積（10．61m2）床面 ほぼ平坦であるが、炉周辺は凹む。 炉 浅い掘り込みを持つ地床炉。主  

軸方向N40LE ピット Pl長軸22cm、短軸18cm、深さ35．5cm P2 長軸24cm、短軸22cm、深さ51．5cm  

壁周溝 束・西・北壁 重複 H2と重複し、本住居跡が古い。 出土遺物 土師器・台付碧 時期 出土遺  

物から4世紀前半 備考 元総社小鬼遺跡H－40に同じ  

H－2号住居跡（Fig．10）  

位置 Ⅹ40・41、Y150グリッド 主軸方向 NL740E 形状等 方形 東西（2．92）m、南北（0．76）m、壁現高  

49・5cm 面積（0．84Ⅰぜ）床面 調査区内では、確認できなかった。竃 未検出。壁周溝 北壁 重複 H  

1と重複し、本住居跡が新しい。 出土遺物 土師器・杯・碧 時期 出土遺物から8世紀 備考 元総社小  

見遺跡H－31に同じ  

H－3号住居跡（Fig．11、PL．5）  

位置 X36・37、Y149・50グリッド 主軸方向 N－74OE 形状等 隅丸方形 東西（1．74）m、南北（3．60）m、  

壁現高36・5cm 面積（6．23Ⅰぜ）床面 ほぼ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 竃 未検出 壁周溝  

東・南壁 重複 H5、W－1～3と重複し、H5、W2・3より新しく、WLlより古い。 出土遺物  

土師器・杯 時期 出土遺物から6世紀第2四半期  

H－4号住居跡（Fig．12、PL．7～9）  

位置 Ⅹ37～39、Y148～150グリッド 主軸方向 N65ローE 形状等 北壁中央に張出しを有する方形 東西  

5・86m、南北7．80m、壁現高75cm 面積 38．73m2 床面 ほぼ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。憲  

東壁中央南より。主軸方向N69O－E 全長230cm、最大幅188cm、煙道長126cm、焚口部幅56cm 壁周溝 束・西・  

北・南壁 ピット Pl長軸52cm、短軸44cm、深さ58cm P2 長軸36cnl、短軸34cm、深さ42cm P3 長軸  

54cm、短軸44cm、深さ44．5cm P4 長軸48cm、短軸36cm、深さ21cm 重複 H5、H7、W－2、W－3  

と重複し、H7より古く、H－5、W2、W3より新しい。 出土遺物 土師器・杯 時期 出土遺物か  

ら6世紀第4四半期～7世紀第1四半期  

H－5号住居跡（Fig．12）  

位置 Ⅹ37・38、Y149・150グリッド 主軸方向 N－74OE 形状等 不明 東西（1．74）m、南北（3．60）m、  

壁現高28cm 面積（4．49）が 床面 ほぼ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 炉 地床炉 重複 H  

3、H－4、W－2・W3と重複し、いずれよりも本住居跡が古い。 出土遺物 土師器・台付碧 時期 出  

土遺物から4世紀  

H－6号住居跡（Fig．13・14、PL．9）  

位置 Ⅹ36・37、Y147～149グリッド 主軸方向 N－93㌔－E 形状等 隅丸方形 東西（1．34）m、南北7．32m、  

壁現高44cm 面積（7．12m2）床面 重複するW1の影響で平坦面は確認できなかった。竃 東壁南寄り。  

主軸方向NL94O－E 全長175cm、最大幅190cm 壁周溝 東・北壁 重複 W1と重複し、本住居跡が古い。  
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出土遺物 土師器・杯・碧 時期 出土遺物から7世紀  

H－7号住居跡（Fig．14・15、PL．10）  

位置 Ⅹ37・38、Y147・148グリッド 主軸方向 N890E 形状等 北壁西端に張出しを有する方形 東西  

5．60m、南北6．20m、壁現高48cm 壁周溝の状況から当初は張り出しを方形の住居：（東西（4．00）m、南北（5．40）  

m）を西及び張出し部に拡張したものと判断できる。 面積 29．36Ⅰぱ 床面 硬質な総社砂層を掘り込み床面を  

構築。ほぼ平坦である。竃 東壁中央南寄り。主軸方向N820－E 全長140cm、最大幅125cm、焚口部幅46cm  

ピット Pl長軸52cm、短軸40cm、深さ67cm P2 長軸40cm、短軸34cm、深さ61cm P3 長軸46cm、短軸  

28cm、深さ51cm P4 長軸36cm、短軸36cm、深さ81．5cnl壁周溝 東・西・北・両壁 重複 H－4と重複し、  

H－4より新し↓1。 出土遺物 須恵器・盤 土師器・杯 時期 7紀第2四半期  

H－8号住居跡（Fig．15、PL．11）  

位置 Ⅹ38・39、Y146・147グリッド 主軸方向 N－850E 形状等 隅丸方形 東西4．121Il、南北4．081－1、  

壁現高50．5cm 面積［19．97］正 床面 ほぼ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。竃 東壁中央南寄  

り。主軸方向N－85㌔E 全長106cm、最大幅92cm、煙道長31cm、焚口部幅22cm ピット Pl長軸38cm、短軸  

32cm、深さ52．OcnlP2 長軸52cm、短軸44crn、深さ48cm P3 長軸48cm、短軸32cm、深さ48cm P4 長軸  

28cm、短軸26cm、深さ56cm P5 長軸50cm、短軸44cm、深さ20cm 貯蔵穴 P5 壁周溝 東・西・北・両壁  

重複 H－7と重複し、H7より古い。 出土遺物 土師器・杯・棄 時期 6世紀第3四半期  

H－9号住居跡（Fig．16、PL．11）  

位置 Ⅹ39・40、Y146・147グリッド 主軸方向 N－930pE 形状等 隅丸長方形 東西3．72m、南北4．48m、  

壁現高20cm 面積15．83m2 床面 ほぼ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 竃 東壁中央南寄り。主  

軸方向N920－E 全長112cm、最大幅104cm、焚口部幅64cm 壁周溝 なし 重複 Hp15・29と重複し、いず  

れより新しい。 出土遺物 須恵器・盤、土師器・碧・杯 時期 出土遺物から8世紀第4四半期  

H－10号住居跡（Fig．16、PL．12）  

位置 Ⅹ37・38、Y145～147グリッド 主軸方向 N908E 形状等 隅丸長方形 東西4．20m、南北5・08m、  

壁現高12cm 面積［20．07］ポ 床面 ほぼ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。炉 未検出 壁周溝  

東・両壁 重複 H21と重複し、H－21より古い。 出土遺物 土師器・器台・村、須恵器 時期 4世紀  

H－11号住居跡（Fig．17、PL．12）  

位置 Ⅹ37・38、Y145～147グリッド 主軸方向 Nr880E 形状等 隅丸方形 東西（1．40）m、南北6・48m、  

壁現高69．5cm 面積（7．45）正 床面 ほぼ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。炉 未検出 ピット  

Pl長軸（40）cm、短軸（28）cm、深さ65cm P2 長軸（44）cm、短軸（20）cm、深さ29．5cm 貯蔵穴 P2 壁周  

溝 東・北壁 重複 W1と重複し、W－1より古い。 出土遺物 土師器・碧・壷・簡 時期 出土遺物か  

ら4世紀前半  

H－12号住居跡（Fig．18・19、PL．16）  

位置 Ⅹ38・39、Y145・146グリッド 主軸方向 N740－E 形状等 隅丸長方形 東西3．80m、南北4・60m、  

壁現高52．5cm 面積16．83m2 床面 ほぼ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。竃 東壁南寄り。主軸  
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方向N900E 全長98cm、最大幅84cm 壁周溝 束・西・北・両壁 重複 H20、H21、H－26と重複し、  

H20、H21より新しく、H26より古い。 出土遺物 土師器片 時期 重複関係から8世紀  

H－13号住居跡（Fig．20・21PL．13・14）  

位置 Ⅹ41・42、Y145・146グリッド 主軸方向 N－84O－E 形状等 隅丸長方形 東西3．48m、南北4．52m、  

壁現高50cm 面積16．75m2 床面 ほぼ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 竃 東壁中央南寄り。主  

軸方向N820E 全長104cm、最大幅122cm、焚□部幅50cm 炉心 中央南東寄り 廃澤土坑 中央やや南西寄  

り 長軸86cm、短軸68cm、深さ21cm ピット Pl長軸56cm、短軸34cm、深さ21cm P2 長軸64cm、短軸25  

cm、深さ27cm 壁周溝 なし 重複 Hr29と重複し、H29より新しい。 出土遺物 土師器・杯・壷、高台  

椀 時期 8世紀第4四半期 備考 鍛冶遺構を伴う  

H－14号住居跡（Fig．17、PL．15）  

位置 Ⅹ42、Y145～148グリッド 主軸方向 N－72OrE 形状等 隅丸方形 東西（2．52）m、南北4．20m、壁  

現高58cm 面積（8．07m2）床面 ほぼ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 竃 調査区外に存在する  

ものと思われる。 ピット Pl 長軸56cm、短軸40cm、深さ47cm P2 長軸44cm、短軸40cm、深さ42．5cm 壁  

周溝 北・南・東壁 重複 なし 出土遺物 土師器片 時期 7世紀第3四半期 備考 元総社小見遺跡H－63  

に同じ  

H－15号住居跡（Fig．22）  

位置 Ⅹ39・40、Y144～146グリッド 主軸方向 N－85DE 形状等 隅丸長方形 東西［3．32］m、南北4．40  

m、壁現高45cm 面積（15．59m2）床面 ほぼ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 竃 東壁中央南寄  

り。主軸方向N－88OLE 全長（38）cm、最大幅（88）cm 壁周溝 西・北・南壁 重複 H－9・28・29と重複し、  

H9より古く、H－28・29より新しい。 出土遺物 土師器片 時期 8世紀第4四半期  

H－16号住居跡（Fig．22、PL．15）  

位置 Ⅹ40・41、Y144・145グリッド 主軸方向 N－860－E 形状等 隅丸長方形 東西（3．36）m、南北5．06  

m、壁現高42cm 面積［17．83］扉 床面 ほぼ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 竃 東壁南寄り。  

主軸方向N890－E 全長132cm、最大幅118cm、焚口部幅44cm 壁周溝 なし 重複 H－24bと重複し、H24  

aよりも新しい。 出土遺物 須恵器・蓋、土師器・碧 時期 9世紀  

H－17号住居跡（Fig．23、PL．15）  

位置 Ⅹ42、Y144・145グリッド 主軸方向 N650E 形状等 角丸方形 東西3．20m、南北3．28m、壁現  

高44．5cm 面積（8．53Ⅰぱ）床面 ほぼ平坦で、中央部から南東部にかけて硬化面あり。 竃 調査区外に存在  

するものと思われる。 壁周溝 東・西・北・南壁 重複 なし 出土遺物 土師器片 時期 8世紀  

H－18号住居跡（Fig．23、PL．15）  

位置 X36・37、Y143・144グリッド 主軸方向 N780E 形状等 角丸方形 東西3．40m、南北3．52m、  

壁現高20．5cm 面積10．40m2 床面 ほぼ平坦で、竃前面に硬化面あり。 竃 東壁南寄り。主軸方向Nr840  

E 全長［90］cm、最大幅94cm ピット Pl長軸52cm、短軸38cm、深さ13cm P2 長軸28cm、短軸26cm、  

深さ31cm P3 長軸52cm、短軸46cm、深さ52cm 貯蔵穴 P3 壁周溝 東・北壁 重複 H19と重複し、  
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H19より新しい。 出土遺物 土師器・高坪・壷、高台椀 時期 7世紀  

H－19号住居跡（Fig．23、PL．15）  

位置 Ⅹ37・38、Y144・145グリッド 主軸方向 N－78OE 形状等 角丸長方形 東西3．16m、南北3．46m、  

壁現高38．5cm 面積11．03m2 床面 ほぼ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 竃 東壁南寄り。主軸  

方向N－990－E 全長（82）cm、最大幅106c［Tl壁周溝 東・西。北。南壁 重複 H－18、H20と重複し、H18  

より古く、H－20より新しい。 出土遺物 土師器・杯 時期 9世紀  

H－20号住居跡（Fig．24、PL．16）  

位置 Ⅹ37・38、Y144・145グリッド 主軸方向 Nr770E 形状等 角丸長方形 東西2．80m、南北4．40m、  

壁現高25cm 面積10．62Ⅰぜ 床面 ほぼ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 竃 東壁南寄り。主軸方  

向N73OE 全長134cm、最大幅（123）cm 壁周溝 東・西・北・南壁 重複 H－19と重複し、本住居跡が古  

い。 山士道物 土師器・杯、丸輌、鉄鉱 時期 7世紀  

H－21号住居跡（Fig．24、PL．16）  

位置 Ⅹ37・38、Y145・146グリッド 主軸方向 N－92OrE 形状等 角丸長方形 東西［3．52］m、南北［5．84］  

m、壁現高9．5cm 面積［12．55］戚 床面 ほぼ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 竃 東壁中央南  

寄り。主軸方向N－84OE 全長（40）cm、最大幅96cm、焚口部幅44cm ピット Pl長軸88cm、短軸68cm、深  

さ15cm 貯蔵穴 Pl壁周溝 末検出 重複 H12、Hr26、H20と重複し、いずれより本住居跡が古い。  

出土遺物 土師器・聾、高台椀 時期 6世紀後半  

H－22号住居跡（Fig．24、PL．16）  

位置 Ⅹ39・40、Y143・144グリッド 主軸方向 Nr73DE 形状等 角丸長方形 東西（1．72）m、南北3．64  

m、壁現高22．5cm 面積（3．93m2）床面 ほぼ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 竃 未検出 壁  

周溝 なし 重複 H23と重複し、H23より古い。 出土遺物 土師器片 時期 5世紀  

H－23号住居跡（（Fig．24、PL．16）  

位置 Ⅹ39、YY143・144グリッド 主軸方向 N－87DE 形状等 角丸方形 東西2．36m、南北3．24m、壁現  

高21．Ocm 面積（7．01m2）床面 ほぼ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 竃 東壁中央。主軸方向  

N850－E 全長64cm、最大幅47cm 重複 H 22と重複し、H22より新しい。 出土遺物 須恵器・碧 時  

期 7世紀  

H－24a号住居跡（Fig．25、PL．16）  

位置 Ⅹ39～41、Y142～144グリッド 主軸方向 N－57ロrE 形状等 角丸方形 東西4．24m、南北4．32m、  

壁現高47．5cm 面積17．42Ⅰぜ 床面 ほぼ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 竃 両壁中央西寄り。  

主軸方向N153O－E 全長77cm、最大幅73cm 重複 H－24b、H24cと重複し、いずれより新しい。 出土  

遺物 土師器・壷、須恵器・蓋 石 時期 7世紀第4四半期  

H－24b号住居跡（Fig．25、PL．16）  

位置 Ⅹ39～41、Y142～144グリッド 主軸方向 N－700rE 形状等 角丸方形 東西［5．12］m、南北［4．52］  
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m、壁現高34．5cm 面積［19．90］鯉 床面 ほぼ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 竃 東壁中央や  

や南寄り。主軸方向N620E 全長178cm、最大幅77cm、焚口部幅34cm ピット Pl 長軸24cm、短軸24cm、  

深さ43cm P2 長軸28cm、短車由22cm、深さ46cm P3 長軸44cm、短軸36cm、深さ44cm P4 長軸30cm、短  

軸28cm、深さ65cm P5 長軸52cm、短軸36cm、深さ43．Ocm 貯蔵穴 P5 壁周溝 東壁 重複 H16、H  

－24b、H24cと重複し、いずれより古い。 出土遺物 土師器・杯・碧 須恵器 時期 6世紀第4四半期  

H－24C号住居跡（Fig．25、PL16）  

位置 Ⅹ39～41、Y142～144グリッド 主軸方向 N－760－E 形状等 角丸長方形 東西3．44m、南北［2．80］  

m、壁現高15．Ocm 面積（5．01）m2 床面 ほぼ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 竃 未検出 重  

複 H－24a、H－24bと重複し、H－24aより古く、H－24bより新しい。 出土遺物 土師器片 時期 7  

世紀第2四半期  

H－25号住居跡（Fig．26、PL．16）  

位置 Ⅹ42、Y142・143グリッド 主軸方向 N－92㌔－－E 形状等 角丸長方形 東西（3．14）m、南北3．78m、  

壁現高33．5cm 面積（10．56）正 床面 ほぼ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 憲 夫検出 重複  

H－36と重複し、本住居跡が新しい。 出土遺物 土師器片 時期 不明  

H－26号住居跡（Fig．18・19、PL．17）  

位置 Ⅹ38・39、Y145・146グリッド 主軸方向 N760－E 形状等 角丸長方形 東西3．16m、南北3．68m、  

壁現高37cm 面積11．05m2 床面 ほぼ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 竃 東壁中央南より。主  

軸方向N－970－E 全長116cm 最大幅92cm ピット Pl 長軸32cm、短軸30cm、深さ19cm 壁周溝 東・西・  

北・両壁 重複 H－12と重複し、本住居跡が新しい。 出土遺物 須恵器・J不 時期 9世紀  

Hq27号住居跡（Fig．26、PL．17）  

位置 Ⅹ39～40、Y141・142グリッド 主軸方向 N－670－E 形状等 角丸方形 東西4．76m、南北4．68m、  

壁現高36cm 面積 20．45m2 床面 ほぼ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 竃 2基存在。東壁中央  

南寄り。主軸方向N－73O－E 全長（112）cm、最大幅108cm、焚口部幅60cIT］。西壁中央南寄り。主軸方向N1160  

－W。全長127cm、最大幅121cm、煙道長66cm ピット Pl 長軸32crn、短軸26cm、深さ27cm P2 長軸434cm、  

短軸28cm、深さ30．5cm P3 長軸30cm、短軸22cm、深さ38cm P4 長車由20cm、短軸16cm、深さ91cm P5 長  

軸102cm、短軸72cm、深さ50cm 貯蔵穴 P5 壁周溝 東・西・北・南壁 重複 A－1と重複し、本住居跡が  

古い。 出土遺物 須恵器・蓋 時期 6世紀第2四半期  

H－28号住居跡（Fig．22）  

位置 Ⅹ39・40、Y144・145グリッド 主軸方向 N－84O－E 形状等 角丸方形 東西3．24m、南北（3．54）m、  

壁現高28．5cm 面積 8．55m2 床面 ほぼ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 憲 未検出 壁周溝  

西・北壁 重複 H－15と重複し、本住居跡が古い。 出土遺物 土師器片 時期 6世紀第2四半期  

H－29号住居跡（Fig．27、PL．18）  

位置 Ⅹ40～42、Y144～146グリッド 主軸方向 N120山E 形状等 角丸方形 東西7．44m、南北7．52m、  

壁現高35．5cm 面積 53．89m2 床面 ほぼ平坦である。 炉 地床炉。中央北寄り ピット Pl 長軸28cm、  
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短軸24cm、深さ57．Ocm P2 長軸48cm、短軸48cm、深さ54cm P3 長軸32cm、短軸24cm、深さ54．5cm P4  

長軸27cm、短軸21cm、深さ45cm P5 長軸56cm、短軸48cm、深さ33cm 重複 H■9、H13、H15、H16  

と重複し、いずれより本住居跡が古い。 出土遺物 土師器・杯・壷・箇・台付璽・器台 時期 4世紀前半  

H－30号住居跡 欠番  

H－31号住居跡（Fig．28、PL．18）  

位置 X38・39、Y138・139グリッド 主軸方向 N－104O－E 形状等 角丸長方形 東西3．38m、南北3．64m、  

壁現高28．5cm 面積［10．74］ぱ 床面 ほぼ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 竃 東壁南寄り。主  

軸方向N－95O－E 全長106cm、最大幅82cm 出土遺物 土師器片 時期 9世紀第2四半期  

H－32号住居跡（Fig．28）  

位置 Ⅹ38・39、Y140・141グリッド 主軸方向 N－80OE 形状等 角丸長方形 東西［2．28］m、南北3．60  

m、壁現高12．5cm 面積［12．87］扉 床面 ほぼ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 憲 東壁南寄り。  

主軸方向N－66㌔■rE 全長62cm、最大幅50cm ピット Pl長軸58cm、短軸36cm、深さ12cm 貯蔵穴 Pl壁  

周溝 末検出 出土遺物 土師器片 時期 9世紀第2四半期  

H－33号住居跡（Fig．28、PL．18）  

位置 Ⅹ38・39、Y140・141グリッド 主軸方向 N8lOE 形状等 角丸長方形 東西［2．36］11l、南北3．60  

m、壁現高12．5cm 面積［7．70］扉 床面 ほぼ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 竃 東壁南寄り。  

主軸方向N71DE 全長80cm、最大幅70cm 壁周溝 未検出 出土遺物 土師器片 時期10世紀前半  

H－34号住居跡（Fig．29、PL．18）  

位置 Ⅹ38・39、Y138・139グリッド 主軸方向 N－800－E 形状等 角丸方形 東西2．70m、南北3．84m、  

壁現高23．5cm 面積［18．69］扉 床面 ほぼ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 竃 東壁南寄り。主  

軸方向N－780－E 全長（80）cm、最大幅（76）cm 出土遺物 須恵器・円面硯 時期 9世紀第1四半期  

H－35号住居跡（Fig．29）  

位置 Ⅹ40・41、Y138グリッド 主軸方向 N－780－E 形状等 角丸方形 東西5．76m、南北（3．12）m、壁現  

高50．Ocm 面積（14．27）鯉 床面 ほぼ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 竃 未検出 ピット P  

l 長軸36cm、短軸36cm、深さ66cm P2 長軸32cm、短軸24cm、深さ65cm P3 長軸38cm、短軸32cm、深さ  

20cm 出土遺物 土師器片 時期 不明  

H－36号住居跡（Fig．26）  

位置 Ⅹ41・42、Y142・143グリッド 主軸方向 N650E 形状等 角丸方形 東西（2．00）m、南北3．96m、  

壁現高25．5cm 面積（3．28）麒 床面 ほぼ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 竃 未検出 床下土  

坑 長軸90cm、短軸86cm、深さ5．Ocm 出土遺物 土師器・肇 時期 8世紀第4匹伴期  

H－37号住居跡（Fig．30、PL．18）  

位置 Ⅹ39・40、Y140・141グリッド 主軸方向 N780E 形状等 やや歪んだ長方形、東西3．92m、南北  
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2．24m、壁現高21cm 面積 8．96Ⅰぜ 床面 ほぼ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 竃 東壁中央。  

主軸方向N－78OE 全長［64］cm、最大幅44cm 出土遺物 須恵器・杯、高台椀 時期 9世紀第4四半期  

H－38号住居跡（Fig．29、PL．19）  

位置 Ⅹ38・39、Y140・141グリッド 主軸方向 N－9lO－E 形状等 角丸方形 東西（5．20）m、南北（6．32）  

m、壁現高25．5cm 面積［26．50］正 床面 ほぼ平坦であるが、硬化面は確認できなかった。 炉 地床炉。中  

央北寄り ピット Pl長軸48cm、短軸40cm、深さ28．Ocm P2 長軸28cm、短軸20cm、深さ50．Ocm 貯蔵穴  

Pl壁周溝 東・西・北・両壁 出土遺物 土師器片 時期 4世紀前半  

（2）溝跡  

W－1号溝跡  

位置 Ⅹ36、Y144～146グリッド 主軸方向 N980E 形状等 長さ3．88m、深さ29．5cm、最大上幅60cm、  

最大下幅40cm 断面 底部に狭い平坦面をもつⅤ字状を呈する。 時期 不明  

W－2号溝跡（Fig．12）  

位置 X39・40、Y144～146グリッド 主軸方向 Nr98㌣E 形状等 長さ（1．92）m、深さ57．Ocm、最大上幅  

88cm、最大下幅64cm 断面 形箱状を呈する。 時期 重複関係から5世紀代から6世紀前半  

W－3号溝跡（Fig．12）  

位置 Ⅹ39・40、Y144～146グリッド 主軸方向 N980－E 形状等 長さ（1．60）m、深さ37．5cm、最大上幅  

120cm、最大下幅96cm 断面 形箱状を呈する。 時期 重複関係から5世紀代から6世紀前半  

（3）土坑・掘立柱建物・道路状遺構・竪穴状遺構・井戸跡  

D－1号土坑（Fig．30、PL．19）  

位置 Ⅹ39・40、Y144～146グリッド 主軸方向 N－8lO－E 形状等 楕円形 長軸長1．62m、単軸幅0．85m、  

深さ28．5cm 出土遺物 高台椀 時期10世紀  

D－2号土坑（Fig．30、PL．19）  

位置 Ⅹ39・40、Y144～146グリッド 主軸方向 N92㌣－－E 形状等 楕円形 長軸長1．30m、単軸幅1．04m、  

深さ9．5cm 出土遺物 土師器片 時期 9世紀第4四半期  

B－1号掘立柱建物跡（Fig．31、PL．19）  

位置 Ⅹ39・40、Y144～146グリッド 主軸方向 N－790E 形状等 東西4．52m、南北3．40m 重複 なし   

P1 長事由68cm、短軸60cm、深さ34cm   

Pp2 長軸56cm、短軸52cm、深さ34cm   

P－3 長軸96cm、短軸60cm、深さ42cm   

P－4 長軸88cm、短車由84cm、深さ45crn   

P－5 長軸60cm、短事由36cm、深さ28cm   

P－6 長軸62cm、短軸58cm、深さ40cm   

P7 長軸72cm、短軸60cm、深さ36cm  
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P－8 長軸94cm、短軸80cm、深さ31cm  

PLl～PL2の距離 2．20m、P－2～P－3の距離1．80m、PL3～PT4の距離1．56m P－4～P  

－5の距離1．84m、Pr5～Pr6の距離 2．12m、P－6～P－7の距離 2．00m P－7～PL8の距離  

1．68m、PL8～PAlの距離1，36m  

A－1号道路状遺構  

位置 Ⅹ37～43、Y140～143グリッド 主軸方向 N－960－E 形状等 長さ26．40m、深さ29．5cm、最大上幅60  

cm、最大下幅40cm 断面 箱状を呈する。 重複 H－27・H－38と重複し、いずれよりも新しい。 時期 古  

代  

l－1号井戸跡（Fig，32）  

位置 Ⅹ40、Y139 形状等 円形 上幅（1．22）mx（1．05）m、深さ（1．22）m。ロート状に開口し、ほぼ垂に掘り  

込まれる。 重複 なし 出土遺物 なし 時期 不明  
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Fig．5 元総社蒼海遺跡群（40）調査区全体図  
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A L＝123．5m  

0  1：60  2m  
！＿．＿ ＿÷   ：1  

J1号住居跡層序説明  

1層  黒褐色細砂層   粘性なし  

2層  褐色細砂層  粘性なし  

3層  暗褐色細砂層   粘性なし  

4層  暗褐色細砂層   粘性なし  

締まりあり  

締まり強い  

締まりあり  

締まり強い  

Fig．6 元総社蒼海遺跡群（40＝1号住居跡  
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J－2号住居跡層序説明   

1層  暗褐色細砂層   

2層  黒褐色柵砂層   

3層  黒褐色柵砂層   

4層  暗褐色細砂層   

5層  暗褐色細砂層   

6層  暗褐色微砂層   

7層  極暗褐色細砂層   

8層 黒褐色細砂層   

9層  極暗褐色細砂層  

10層  褐色柵砂層  

11層  暗褐色細砂層  

12層  黒褐色細砂層  

13層 褐色細砂層  

14層  にぷい黄褐色細砂層  

15層 黒褐色細砂層  

16層  褐色細砂層  

17層 暗褐色細砂層  

18層  暗褐色細砂層  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強し、  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

Fig．7 元総社蒼海遺跡群（40＝－2号住居跡  
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Fig．8 元総社蒼海遺跡群（40）J－3号住居跡（1）  
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J－3号住居跡層序説明  

1層  暗褐色細砂層   

2層  黒褐色細砂層   

3層  黒褐色細砂層   

4層  暗褐色紬砂層   

5層  暗褐色細砂層   

6層  暗褐色微砂層   

7層  極暗褐色細砂層   

8層  黒褐色細砂層   

9層  極暗褐色細砂層  

10層  褐色柵砂層  

11層  暗褐色細砂層  

12層  黒褐色細砂層  

13層  褐色細砂層  

14層  にぷい黄褐色細砂層  

15層  黒褐色細砂層  

16層  褐色細砂層  

17層  暗褐色細砂層  

19層  褐色細砂層  

20層  暗褐色細砂層  

21層  暗褐色細砂層  

22層  にぷい黄褐色細砂層  

23層  褐色細砂層  

24層  褐色細砂層  

25層  黒褐色細砂層  

26層  褐色細砂層  

27層  暗褐色細砂層  

28層  褐色細砂層  

29層  暗褐色細砂層  

30層  褐色細砂層  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

帖性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

半占性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

非占性なし  

粘性なし  

粘性なし  

輩占性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

締まりあり  

締まりあり  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強し、  

締まり強しヽ  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強し、  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  
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Fig．9 元総社蒼海遺跡群（40＝3号住居跡（2）  
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JD－1号土坑層序説明  

1層  黒褐色紺砂層  

2層  暗褐色細砂層  

3層  黒褐色細砂層  

4層  褐色細砂層  

5層  暗褐色細砂層  

6層  褐色細砂層  

7層  褐色細砂層  

8層  暗褐色細砂層  

9層  暗褐色細砂層  

10層  にぷい黄褐色細砂層  

粘性なし  

枯性なし  

粘性弱い  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

締まり強い  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まり強い  

0  1：30  1m  

1号埋襲層序説明  

1層  暗褐色細砂層  

2層  黒褐色細砂層  

3層  暗褐色細砂層  

4層  黒褐色細砂層  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

0  1：30  1m  

2号埋碧層序説明  

1層  暗褐色微砂層  粘性なし   締まりあり  

」」L＝123．4m J」  

0  1：60  2m  

Fig．10 元総社蒼海遺跡群（40）JD1号土坑、1・2号埋碧、H1・2号住居跡  
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H－1号住居跡層序説明  

1層   現耕作土  

2層  黒褐色細砂層  

3層  極暗褐色細砂層  

4層  黒褐色細砂層  

5層  極暗褐色細砂層  

6層  黒褐色細砂層  

H2号住居跡層序説明  

7層  黒褐色細砂層  

8層  極暗褐色細砂層  

9層  黒褐色細砂層  

10層  黒褐色細砂層  

11層  黒褐色細砂層  

粘性あり   締まりあり  

粘性あり   締まりあり  

粘性あり   締まりあり  

粘性あり   締まりあり  

粘性ややあり 締まりあり  

粘性ややあり 締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性あり   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

H3号住居跡層序説明  

Ⅰ層  現耕作土   

Ⅱ層  黒褐色粗砂層  

Ⅲ層  黒褐色細砂層  

Ⅳ層  黒褐色柵砂層  

V層  暗褐色細砂層  

Va層 黒褐色細砂層  

Vb層 暗褐色細砂層  

Ⅵ層  暗褐色細砂層  

1層  暗褐色細砂層  

2層  黒褐色細砂層  

3層  黒褐色細砂層  

4層  暗褐色細砂層  

5層  暗褐色細砂層  

6層  褐色細砂層  

7層  暗褐色細砂層  

8層  暗褐色細砂層  

9層  暗褐色細砂層  

粘性なし   締まり強い  

半占性ややあり 締まりあり  

半占性なし   締まり強い  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

準占性なし   締まりあり  

∈
q
M
N
T
‖
J
J
「
 
 

G  l：60  2m  
！…．：      ■三  

Fig．11元総社蒼海遺跡群（40）H3号住居跡  
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H4号住居跡層序説明  

1層  黒褐色細砂層  

2a層  暗赤褐色粗砂層  

2b層  暗赤褐色細砂層  

3層  極暗褐色細砂層  

3b層  黒暗褐色紺砂層  

3c層   黒褐色細砂層  

3d層  極暗褐色細砂層  

4層  黒褐色細砂層  

4a層  黒褐色紬砂層  

4b層  黒褐色柵砂層  

4c層   暗褐色細砂層  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まりあり  

粘性ややあり 締まりあり  

粘性ややあり 締まりあり  

粘性ややあり 締まりあり  

Fig．12 元総社蒼海遺跡群（40）H4・5号住居跡、W2・3号住居跡  
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Fig．13 元総社蒼海遺跡群（40）H－4・6号住居跡  
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0  1：30  lm  
トrTγ「．．こ  

H－7号住居跡層序説明  

1層   黒褐色細砂層  

粘性なし   締まり強い  

2層   黒褐色細砂層  

粘性ややあり 締まりあり  

3層   黒褐色細砂層  

粘性なし   締まりあり  

4層   暗褐色微砂層  

粘性ややあり 締まり強い  

0  薗㌢60  2m  
：1⊥」．二 ‾      三  

止  A＿L＝123．3m  

Fig．14 元総社蒼海遺跡群（40）H6・7号住居跡  
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H－8号住居跡層序説明  

1層   黒褐色細砂層  

2層   黒褐色細砂層  

3層   極暗褐色細砂層  

4層   黒褐色微砂層  

5層   暗褐色微砂層  

ト O  l：60  2m  

ト・・・1  Il′  
半占性ややあり 締まり強い  

粘性ややあり 締まりあり  

粘性なし   締まりややあり  

粘性ややあり 締まりあり  

粘性ややあり 締まりあり  
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Fig．15 元総社蒼海遺跡群（40）H－7・8号住居跡  
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Fig．16 元総社蒼海遺跡群（40）H－9・10号住居跡  
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H－14号住居跡層序説明  

1層   極暗褐色細砂層  

2層   黒褐色粗砂層  

3層   黒褐色紬砂層  

4層   黒褐色細砂層  

5層   黒褐色細砂層  

6層   暗褐色細砂層  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりややあり  

60   L⊥⊥」⊥i  筈m  

Fig．17 元総社蒼海遺跡群（40）H－11・14号住居跡  
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H－12・26号住居跡層序説明  

1層   黒褐色細砂層  

粘性なし   締まり強い  

2層   黒褐色和砂層  

粘性なし   締まりあり  

3層   黒褐色細砂層  

粘性なし   締まりあり  

4層   黒褐色細砂層  

粘性なし   締まり強い  

5層   暗褐色細砂層  

粘性なし   締まり弓凱、  

H－20  

1：60  2m  
†  

Fig．18 元総社蒼海遺跡群（40）H－12・26号住居跡（1）  
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H12号住居跡カマド層序説明  

1層  暗褐色細砂層   

2層  極暗褐色細砂層   

3層  暗褐色細砂層   

4層  暗褐色細砂層   

5層  極暗褐色細砂層   

6層  黒褐色細砂層   

7層  黒褐色細砂層   

8層  暗褐色細砂層  

粘性ややあり  

ポ占性ややあり  

粘性なし  

粘性ややあり  

半占性あり  

半占性なし  

半占性ややあり  

粘性なし  

締まりあり  

締まりあり  

締まり強い  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

A■  

A L＝123．5m  

0  1：30  1m  

H－26カマド  H－26号住居跡カマド層序説明  

1層  暗褐色細砂層  

粘性ややあり   

2層  黒褐色細砂層  

粘性なし   

3層  暗赤褐色細砂層  

粘性なし   

4層  黒褐色細砂層  

粘性なし   

5層  黒褐色細砂層  

粘性なし   

6層  極暗褐色細砂層  

粘性なし  

締まりあり  

締まりあり  

締まり強い  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり   

価〕  
A■  

0  1：30  

Fig．19 元総社蒼海遺跡群（40）H12・26号住居跡（2）  

－ 37 －  



H－13号住居跡層序説明  

1層   暗褐色細砂層  

粘性なし  

2層   暗褐色細砂層  

粘性なし  

3層   暗褐色細砂層  

粘性なし  

4層   黒褐色細砂層  

粘性なし  

5層   極暗褐色柵砂層  

粘性なし  

6層   黒褐色細砂層  

粘性なし  

7層   黒福邑細砂層  

粘性なし  

8層   暗褐色細砂層  

粘性なし  

9層   暗褐色細砂層  

半占性なし  

締まりあり  

締まり強い  

締まり強い  

締まり弓軌1  

締まり強い  

締まりあり  

締まり強い  

締まり強い  

締まりあり  

A   

H－13号住居跡カマド層序説明  

1層   暗褐色細砂層  

2層   褐色細砂層  

3層   暗褐色細砂層  

4層   黒褐色細砂層  

5層   にぷい黄褐色細砂層  

6層   暗褐色細砂層  

7層   暗褐色細砂層  

8層   黒褐色細砂層  

9層   黒褐色細砂層  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性ややあり  

粘性なし  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まり強い  

締まりあり  

締まりあり   

A   

A L＝123．4m  

0  1：30  1m  
！．「．．．こ       ■上  

Fig．20 元総社蒼海遺跡群（40）H13号住居跡  
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廃淳土坑  

l空2こ8m A．・l  」∋＿L＝122．8m＿旦⊥  
」」L＝122．8m  

伊  1：30  1m  
．モ．．．．：      」  

粘性なし   締まりあり   

粘性あり   締まりあり   

粘性あり   締まりあり   

粘性あり   締まりあり  

鍛冶遺構層序説明   

炉心   

1層  黒褐色焼成灰層   粘性なし   締まりあり  

廃梓土坑   

1層  黒褐色細砂層  

2層  黒褐色焼成灰層   粘性なし   締まりややあり  2層  黒褐色細砂層  

3層 黒褐色酸化層  粘性なし  締まりあり  3層 黒褐色細砂層  

4層  黒褐色細砂層  

1層  極暗褐色細砂層   粘性なし   締まりあり   

2層  にぷい黄褐色細砂層 粘性なし   締まりあり   

3層  黒褐色細砂層  粘性なし   締まりあり   

4層  暗褐色細砂層  粘性なし   締まりあり   

5層  黒褐色細砂層  粘性なし   締まり強い   

6層  黒褐色細砂層  粘性なし   締まりあり  

P2  

1層  極暗褐色細砂層   粘性なし   締まりあり   

2層  黒褐色細砂層  粘性なし   締まりあり   

3層  にぷい黄褐色細砂層 粘性なし   締まり強い  

4層  暗褐色細砂層  粘性なし   締まり強い  

Fig．21元総社蒼海遺跡群（40）H13号住居跡、鍛冶遺構  
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H15号住居跡層序説明  
】眉   暗褐色粗砂層  
Z層   増幅也細砂層  
3眉   崎褐色細砂屑  
4層   黒褐色紬砂層  
5屑   暗褐色撒砂屑  
6層   暗褐色細砂層  
7層   暗褐色細砂層   

別5仇卿F州  
l■  ♯酬  
l■■  ■槻■●■  

≧半  ■細  
事鳥  山闊舶  
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粘性なし  
粘性なし  
粘性なし  
粘性ややあり  
粘性なし  
粘性なし  
粘性なし  

粘性なし  
粘性ややあり  
粘性なし  
粘性ややあり  
粘性ややあり  
粘性ややあり  
粘性ややあり  
粘性なし  

hノ あ nノ ユま 締  

締ま  
hノ 
あ n
ノ  

締まりあ  
締まりあり  
締まりあり  
締まりあり  
締まりあり  

締まりあり  
締まりあり  
締まりあり  
締まりあり  
締まりあり  
締まりあり  
締まりあり  
締まりあり  l

l
い
・
－
「
－
・
1
－
ユ
√
 
 

廿16引主居跡眉序説明  

L層   哨褐色細砂層   粘性なし   締まり強い  

2屑   暗褐色紺砂層   粘性なし   締まり強い  

3層   極暗陶色細砂屑  粘性なし   締まりあり  

4層   暗褐色徴砂層   粘性なし   締まりあり  

H16住居跡カマド層序説明  
1層   暗褐色細砂層   粘性なし  
2層   極暗褐色細紗層  給仕あり  

締まりあり  
締まりあり  
締まりあり  
締まりあり  
締まり弓軌、  

締まりあり  
締まりあり  
締まりあり  
締まりあり  

3層   帽褐色紺砂層  
4層   黒褐色細砂層  
5a層  よR褐色細砂屑  
5b屑  黒褐色糾砂層  
5c層  暗褐色微砂層  
6a層  暗褐色細砂層  
6b層  極暗褐色細砂層  
6c層  ∋．1と褐色微砂粗  

6d層  帽褐色細砂屑  

粘性なし  
粘性ややあり  
粘性なし  
粘性ややあり  
粘性なし  
粘性なし  
粘性ややあり  
粘性なし   締まり強い  
粘性なし   締まりあり  

堅  l：30  

Fig．22 元総社蒼海遺跡群（40）H15・16・28号住居跡  

0  1：60  2m   
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H17号住居跡層序説明  

】層   褐色粗砂層   粘性ややあり  
Z屈   褐色細砂層   粘性ややあり  

3層   褐色細砂層   粘性ややあり  

4眉   褐色糾砂屑   粘性ややあり  

締まりあり  
締まりややあり  
締まりややあり  
締まりややあり  

H18号住居跡層序説明  

】層   黒褐色粗砂層  
Z屑   暗褐色細砂眉  

3周   黒褐色粗砂層  

4層   極暗褐色細砂層  

5層   暗褐色細砂屑  

6層   黒褐色細砂層  

7居   組褐色紺砂層  

8層   暗褐色微妙層  

H－18号住居跡カマド層序説明  

】層   黒褐色細砂眉  
2層   伯褐色納砂層  

3層   黒褐色細砂層  

4層   暗褐色微砂層  

5層   帽褐色細砂層  

6層   光昭邑微砂屑  

7層   暗褐色細砂属  

8層   窯褐色微砂層  

粘性なし  
粘性なし  
粘性なし  
粘性あり  
粘性なし  
粘性なし  
粘性なし  
粘性なし  

粘性なし  
粘性ややあり  
粘性ややあり  
粘性あり  
粘性あり  
粘性あり  
粘性なし  
粘性ややあり  

締まり強い  
締まりあり  
締まり強い  
締まり強い  
締まりあり  
締まりあり  
締まり強い  
締まりややあり  

締まりあり  
締まり強い  
締まりあり  
締まりあり  
締まりあり  
締まりあり  
締まりあり  
締まりあり  

1て60  2m  
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号
 
 

凋
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層
 
 

H
 
1
 
2
 
3
・
4
 
5
 
 

締まりあり  
締まりあり  
締まりあり  
締まりあり  
締まりあり  

0  1：60  2m  

且  ＿  

トト19住居跡カマド層序説明  

1層   暗褐色細砂眉   粘性なし  

Z屑   黒褐色細砂層   粘性なし  

3層   紫褐色細砂層   粘性なし  

4層   帽赤褐色細砂眉  粘性あり  

5層   暗褐色微妙層   粘性なし  

6屑   黒褐色微砂層   粘性なし  

締まり強い  
締まり強い  
納まりあり  
締まりあり  
締まりあり  
締まりあり   0  1：30  1m  

Fig．23 元総社蒼海遺跡群（40）H17・18・19号住居跡  
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A L＝123．4m  

H－20  

H－20住居跡カマド層序説明  

1層   暗褐色細砂層  

2層   暗褐色細砂層  

3層   黒褐色細砂層  

4層   にぷい赤褐色細砂層  

5層   暗褐色細砂層  

6層   黒褐色微砂層  

7層   暗褐色細砂層  

8層   暗褐色細砂層  

H－21号住居跡カマド層序説明  

1層   黒褐色細砂層  

2層   暗褐色細砂層  

3層   黒褐色和砂層  

締まり強い  

締まり強い  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まり強い  

締まり強い  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性あり  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

1：60  2m  

粘性ややあり 締まりあり  

粘性ややあり 締まりあり  

粘性あり   締まりあり  

A L＝123．1m  互  ．  

O  l：30  
t．ili1．：  

H－22、H－23号住居跡層序説明  

1層   暗褐色細砂層  

2層   極暗褐色細砂層  

3層   黒褐色細砂層  

4層   黒褐色紺砂層  

5層   黒褐色細砂層  

6層   暗褐色微砂層  

H－23号住居跡カマド層序説明  

堅 1層   暗褐色細砂層  

2層   暗褐色微砂層  

3層   暗褐色微砂層  

B L＝123．4m  

粘性なし  

粘性なし  

粘性ややあり  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まり強い  

締まりあり  

締まり強い  

粘性なし   締り強い  

粘性なし   締り強い  

粘性なし   締りややあり  

B′  

虹   

0  1：60  

＿A L＝123．4m   
「  ＿■  

q  l：80  1m  
Lr→．．こ      ！   

2m  

Fig．24 元総社蒼海遺跡群（40）H－20・21・22・23号住居跡  
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干ら  

0  1：60  2m  

H－24号住居跡層序説明  

1層   暗褐色粗砂層  

2層   黒褐色細砂層  

3層   黒褐色粗砂層  

4層   黒褐色細砂層  

5層   黒褐色細砂層  

6層   黒褐色細砂層  

7層   黒褐色細砂層  

7a層   黒褐色細砂層  

8層   黒褐色細砂層  

9層   黒褐色  

10層   黒褐色細砂層  

11層   黒褐色細砂層  

12層   黒褐色細砂層  

13層   黒褐色微砂層  

14層   暗褐色細砂層  

15層   暗褐色細砂層  

16層   黒褐色微砂層  

17層   黒褐色細砂層  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性ややあり 締まり強い  

粘性ややあり 締まりあり  

粘性ややあり 締まりあり  

粘性あり   締まりあり  

粘性あり   締まりあり  

粘性あり   締まり強い  

粘性ややあり 締まりあり  

粘性あり   締まりあり  

粘性ややあり 締まりあり  

粘性ややあり 締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性ややあり 締まりあり  

粘性あり   締まりあり  

粘性ややあり 締まりあり   

30  Im 

H－24b号住居跡カマド層序説明  

1層   暗褐色細砂層   粘性なし  

2層   黒褐色細砂層   粘性なし  

3層   黒褐色細砂層   粘性なし  

4層   黒褐色細砂層   粘性なし  

5層   黒褐色細砂層   粘性ややあり  

6層   暗褐色細砂層   粘性なし  

7層   暗褐色細砂層   粘性なし  

8層   暗赤褐色微砂層  粘性なし  

9層   黒褐色微砂層   粘性あり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり   

Fig．25 元総社蒼海遺跡群（40）H－24号住居跡  
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A L＝123，5m  

H－Z7号住居跡西カマド層序説明  

粘性ややあり  
粘性ややあり  
粘性なし  
粘性なし  
粘性なし  
粘性ややあり  

締まりあり  
締まりあり  
締まりあり  
締まり強い  
締まりあり  
締まりあり  

1層   暗褐色細砂層  

2層   暗褐色細砂層  

3層   崇褐色細砂層  

4層   暗褐色細砂層  

5層   暗褐色微砂層  

6層   暗褐色微砂層  

東カマド D′  ⊥L＝123・4m 西カマド c′  D L＝123・4∩－  

H－27号住居跡東カマド層序説明  

1層   暗褐色細砂層  

2層   にぷい黄褐色細砂層  

3層   暗褐色細砂層  

4層   黒褐色微砂層  

5層   暗褐色細砂層  

6層   黒褐色柵砂層  

7層   暗褐色細砂層  

8層   黒褐色細砂層  

締まりあり  
締まりあり  
締まりあり  
締まり強い  
締まり強い  
締まり強い  
締まりあり  
締まりあり   

粘性なし  
粘性なし  
粘性ややあり  
粘性ややあり  
粘性なし  
粘性ややあり  
粘性ややあり  
粘性ややあり  

1 30  

且          1m  』 ．「 ∴1      ！  

Fig．26 元総社蒼海遺跡群（40）H－25・27・36号住居跡  
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0  】：60  2m  

H29号住居跡東西層序説明  

1層   黒褐色粗砂層  

3層   暗褐色細砂層  

4層   暗褐色粗砂層  

5層   暗褐色細砂層  

6層   黒褐色細砂層  

7層   黒褐色細砂層  

8層   黒褐色微砂層  

9層   暗褐色微砂層  

H－29号住居跡南北層序説明  

1層   黒褐色粗砂層  

2層   黒褐色細砂層  

3層   暗褐色細砂層  

5層   暗褐色細砂層  

6層   黒褐色細砂層  

7層   黒褐色細砂層  

9層   暗褐色微砂層  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし  

粘性ややあり  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

筆占性なし  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり   

Fig．27 元総社蒼海遺跡群（40）H－29号住居跡  
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鳩  1：30  1m  
！⊥．．＿ ■ニ       ！  

H－31号住居跡層序説明  

1層   暗褐色細砂層  

2層   暗褐色細砂層  

3層   暗褐角細砂屑  

4層   灰黄褐色細砂層  

H－31号住居跡カマド層序説明  

1層   暗褐色細砂層  

2層   黒褐色粗砂層  

3層   暗褐色細砂層  

3a層   暗褐色細砂層  

4層   暗褐色微砂層  

4a層   暗褐色細砂層  

5層   黒褐色細砂層  

粘性ややあり 締まりあり  

粘性なし   締まり強い  

粘僅ややあり 締まりあり  

粘性なし   締まり強い  

0  1：60  2m  ‾ 

AL＝123．7m  

締まりあり  

締まりあり  

締まり強い  

締まり強い  

締まりあり  

締まり強い  

締まり強い  

粘性ややあり  

粘性あり  

粘性あり  

粘性なし  

粘性ややあり  

粘性なし  

半占性なし  ■ワt－＝＝＝＝÷筍  

l
L
・
．
1
止
 
 

虹   

H－32号住居跡カマド層序説明  

1層   暗褐色粗砂層  

2層   黒褐色粗砂層  

3層   黒褐色細砂層  

4層   暗褐色細砂層  

H－33号住居跡カマド層序説明  

1層   暗赤褐色細砂層  

2層   黒褐色微砂層  

3層   黒褐色微砂層  

4層   黒褐色微砂層  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まりあり  

l■・ ．1  

＼ ＼一一一 一ノーー  
一一■′  

粘性あり   締まりあり  

粘性あり   締まりあり  

粘性あり   締まりあり  

粘性あり   締まりあり  

A L＝123．3m  

0  ■1，ニ30  1m  
！⊥こ＝←．二      ：」   

Fig．28 元総社蒼海遺跡群（40）H31・・32・33号住居跡  
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A′  A L＝123．7m  

H－34号住居跡層序説明  

1層   暗褐色粗砂層   粘性ややあり 締まりあり  

2層   暗褐色細砂層  

3層   暗褐色細砂眉  

4眉   暗褐色微砂層  

粘性なし   締まり強い  

粘性ややあり 締まりあり  
粘性ややあり 締まりあり  

B L＝123．4m  
H34号住居跡カマド層序説明  

1層   暗褐色微砂層  粘性なし   締まりあり  

2a層   暗褐色微砂層  粘性なし   締まり強い  

2b層   暗褐色細砂層  粘性ややあり 締まりあり  

2c層   暗褐色微砂層  粘性ややあり 締まりあり  

3層   褐色細砂層   粘性なし   締まりあり  

4層   暗赤褐色微砂層 粘性なし   締まりあり   
l：30  1m  

O  t：60  2m  

1：60  
0           2m 亡．」．」iニー■      1  

H35号住居跡層序説明  

1層   褐色細砂層  

2層   黒褐色細砂層  

3層   暗褐色粗砂層  

4層   黒褐色細砂層  

5層   暗褐色粗砂層  

6層   黒褐色粗砂層  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まりあり  
粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性ややあり 締まりあり  
粘性あり   締まりあり   

Fig．29 元総社蒼海遺跡群（40）H－34・35・38号住居跡  
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H37号住居跡層序説明  

1層   暗褐色細砂層  

粘性なし   締まりあり  

2層   暗褐色紬砂層  

粘性ややあり 締まりあり  

3層   暗褐色細砂層  

粘性なし   締まりあり  

4層 暗褐色細砂層  

粘性なし   締まりあり  

5層   暗褐色柵砂層  

粘性なし   締まりあり  

D－1号土坑層序説明  

1層   黒褐色細砂層  

粘性なし   締まり強い  

2層   黒褐色細砂層  

粘性なし   締まり強い  

3層   黒褐色細砂層  

粘性なし   締まり強い  

4層   黒褐色細砂層  

粘性なし   締まりあり  

5層   黒褐色細砂層  

粘性なし   締まりあり  

6層   黒褐色細砂層  

粘性なし   締まりあり  

7層   黒褐色細砂屑  

米占性なし   締まりあり  

8層   暗褐色細砂層  

粘性ややあり 締まりあり  

カ ク ラ ン  

A L＝123．6m  A   

n  l：1n  

Dr2号土坑層序説明  

1層   黒褐色細砂層  

粘性なし  

締まりあり  

1m   

0  1：30  1m  

Fig．30 元総社蒼海遺跡群（40）H37号住居跡、D1・2号土坑  
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B－1号掘立柱建物跡層序説明   

Pl  

l層   暗褐色細砂層  粘性なし   締まりあり  

2層   暗褐色細砂層  粘性なし   締まりあり  

3層   黒褐色細砂層  粘性なし   締まりあり  

4層   極暗褐色細砂層   粘性なし   締まりあり  

5層   暗褐色細砂層  粘性なし   締まりあり   

P 2  

1層   黒褐色細砂層  粘性あり   締まりあり  

2層   極暗褐色細砂層   粘性あり   締まりあり  

3層   黒褐色細砂層  粘性ややあり 締まりあり  

4層   黒褐色細砂層  粘性なし   締まりあり  

5層   黒褐色細砂層  粘性なし   締まりあり  

6層   極暗褐色細砂層   粘性なし   締まりあり   

P3  

1層   暗褐色細砂層  粘性なし   締まりあり  

2層   黒褐色細砂層  粘性なし   締まりあり  

3層   暗褐色細砂層  粘性なし   締まりあり  

4層   暗褐色細砂層  粘性なし   締まりあり  

5層   暗褐色細砂層  粘性なし   締まりあり  

6層   暗褐色細砂層  粘性なし   締まりあり  

4
 

7
 

6
 

5
 

8
 
 

P
 
層
 
層
 
層
 
層
 
層
 
P
 
層
 
層
 
層
 
P
 
層
 
層
 
層
 
層
 
P
 
層
 
層
 
層
 
P
 
層
 
層
 
層
 
 

黒褐色細砂層  粘性あり  

極暗褐色細砂層   粘性あり  

黒褐色純砂層  粘性あり  

黒褐色細砂層  粘性あり  

極暗褐色細砂層   粘性あり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

暗褐色細砂層  

暗褐色細砂層  

暗褐色細砂層  

暗褐色細砂層  

暗褐色紺砂層  

黒褐色細砂層  

暗褐色細砂層  

黒褐色細砂層  

暗褐色細砂層  

黒褐色細砂層  

暗褐色細砂層  

暗褐色細砂層  

黒褐色細砂層  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性あり   締まりあり  

Fig．31元総社蒼海遺跡群（40）B－1号掘立柱建物跡  
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Irl号井戸跡層序説明  

1層   黒褐色細砂層  

2層   黒褐色細砂層  

3層   黒褐色細砂層  

4層   黒褐色細砂層  

5層   暗褐色細砂層  

6層   暗褐色細砂層  

7層   黒褐色細砂層  

l－1  
粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性ややあり  

粘性なし  

粘性なし  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

」LL＝123．6m  ＿△二  

0  1：30  1m  

Fig．32 元総社蒼海遺跡群（40）Ⅰ－1号井戸跡  
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1（」－1）  

Fig．33 元総社蒼海遺跡群（40）縄文時代出土遺物・土器（1）  
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12（」－1）  

20（」－1）  

19（」－1）  

17（」－1）   

′  
24（」一1）  

21（」－1）   22（」－1） ．0 1：2  5cm  ・■‖  
．＿［．．＿＿  

（10・11）   （9・12′、・24）  

Fig．34 元総社蒼海遺跡群（40）縄文時代出土遺物・土器（2）  

52 －  



28（」－1）  

31（」－1）  

㌔
臓
粛
甘
 
‥
 

彊
帯
鴫
 
 

40（」－2）  

36（」－1）  

・
・
・
■
杓
 
 

鞋牌ふ鱒叫．靂  
す。．．．二t．＝i41竿¶  

（25～48）  

47（」－2）  
46（」－2）  

Fig．35 元総社蒼海遺跡群（40）縄文時代出土遺物・土器（3）  
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・聖ささ▲瑞浪lぺ付  

64（」－3）  

崩
廿
日
ほ
冒
 
 

67（」－3）   70（」－3）  I I 

68（」－3）  

∴
．
‥
ノ
‥
・
 
 71（」－3）  

77（」－3）  

79（」一3）  78（」一3a）  

0   1：4  1独  
・！こ「ニ」÷     j†  

（57～80）   
81（」一3）  

82（」－3a）   

Fig．36 元総社蒼海遺跡群（40）縄文時代出土遺物・土器（4）  
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虻m  
（49′、一56）  

Fig．37 元総社蒼海遺跡群（40）縄文時代出土遺物・土器（5）  
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m  

（83～84）  

Fig．38 元総社蒼海遺跡群（40）縄文時代出土遺物・土器（6）  
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86（」－1）  

n
〓
〓
‖
Ⅵ
 
 
 

十
 
 
 

Ⅰ  

皿96（」－2）  
l  

○
日
 
 

く：＝芦  
95（」－3）   

94（」－3）  

0  1：3  10⊂m  

！．． ㌻丁1      1  

Fig．39 元総社蒼海遺跡群（40）縄文時代出土遺物・石器（1）  

l  

√⊂＝：コ 97（H－9）   

ー 57  



臨
 
 

二
 
 

く＝＝ゝ  凸  

99（」－2）  
凸  98（」－1）  

100（」－3）  

＜フ 101（」－3）  

103（」－3）  

102（」－3）  

く＝＞  

107（H－33）  

亡＝＝芋ゝ  

106（H－27）  
く＝ゝ 

1。5（H＿23）  

く＝＞   
104（」－3）  

闇
 
 

く＝＞   

109（表採）  

112（H－27）  
亡＝＝さ  

108（H－33）  

＋
 
 

凡
川
帽
〓
 
 

く＝＝ゝ  く＝＞  

110（表採）  

仁：≡≡ユ  

く〉113（A－1）  0  1：1  2〔m  
！T．－．二   ！  

114（X42′Y141）   

Fig．40 元総社蒼海遺跡群（40）縄文時代出土遣物・石器（2）  
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27（H－5）  

26（H－6）   

0  

（1～4・6・13・24）  
1：4  10cm O l：3     10cm  

（5・7～12・14～23・25～27）  

Fig．41元総社蒼海遺跡群（40）出土遣物（1）  
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44（H－9）  

46（H－10）  45（H－10）   
3  

（2すこ諏、3宮」36こ旬「‾41、朋－48）   

・  
T＿   i 

＿＿＋＿  （31・37′・・■39・42）  

Fig．42 元総社蒼海遺跡群（40）出土遺物（2）  
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57（H－11）   

62（H－13）  

66（H－13）   

67（H－13）  

（51・53・54・57）  （49・50・52・55・56・58～69）  

Fig．43 元総社蒼海遺跡群（40）出土遺物（3）  
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l  

（70～73、77～80、82～銅、86～88）（74～76・81・85・89）  

Fig．44 元総社蒼海遺跡群（40）出土遺物（4）  
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Fig．45 元総社蒼海遺跡群（40）出土遺物（5）  
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113（A－1）  

112（H－37）  

114（D－2）   

0  1：4  10cm O  l：3  10cm  

！．．．．三       上  
（109・115）  （106～l軋110．叫tヰ）   

Fig．46 元総社蒼海遺跡群（40）出土遺物（6）  
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瓦3（H－21）  
瓦4（H－21）  

コ：   

瓦6（W－2）  

瓦8（H－13）  

瓦7（H－13）  

20Gm  

0     1：6      亡，．1．．，こ     ！  
（1～8）   

Fig．47 元総社蒼海遺跡群（40）出土瓦  

65  



l  

l頭閻  
L  

町  

4（A－1）  

竜≡≡＞  

巳】  

2（H－20）  

3（A－1）  

0  1：3  10cm  

（1′－5）  

Fig．48 元総社蒼海遺跡群（40）出土鉄製品  

脚  
石1（H－14）  

・－こコ  

石3（H－24）  
閂円  

石5（」－3）  

∈］王コ  

石8（H－20）  

1m  

（6～7、トー5、8）   

石6（H－19）  

0 1：1 2cm  
l，Tr一丁」－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－」  

石7（H－34）  

Fig．49 元総社蒼海遺跡群（40）出土石製品  
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Ⅴ 元総社蒼海遺跡群（46）   





1 調査区の概要   

本調査区は推定上野国分尼寺跡の南東方に位置し、標高約125m程を図る。   

本調査区の発掘調査は、住居移転及び工事の兼ね合いから、路線中央部への下水施設の敷設に伴う立会い調査  

後の実施となった。その際、南北の工事区の北半分は遺構確認面を抜く産業廃棄物等を充填するカクランが存在、  

東西工事区では遺構は確認されなかった。立会い調査及び過去の調査である蒼海遺跡群（24）31区の結果から遺  

構の存在が希薄であったため、比較的調査両横の取れる東西調査区の北側、東西15．6mX南北3．Omを発掘調査す  

ることとし、竪穴住居跡が1軒、時期不明の井戸跡1基を検出した。  

2 基本層序  
Ⅰ層 黒褐色細砂層  

ⅠⅠ層 黒褐色粗砂層  

ⅠⅠⅠ層 黒褐色粗砂層  

ⅠⅤ層 黒褐色粗砂層  

Ⅴ層 黒褐色粗砂層  

ⅤⅠ層 黒褐色細砂層  

Ⅶ層 暗褐色細砂層  

耕作土。  

班鉄を確認。  

ⅠⅠ層に酷似。斑鉄が認められない。  

砂層ブロック混入。HrFP混入。  

IV層に酷似。HrFP、AsC混入。   

AsC混入。  

総社砂層。  

※ 遺構はⅤⅠ層を掘り込む。  

3 遺構と遺物  

（1）竪穴住居跡  

H－1号住居跡（Fig．54、PL．19）  
Fig．50 元総社蒼海遺跡群（46）基本層序  

位置 Ⅹ52・53、YlOl・102グリッド 主軸方向 N－109O－E 形状等 角丸方形 東西（4．32）m、南北（3．37）  

m、壁現高36．Ocm 面積 7．72m2 床面 ほぼ平坦である。 重複 なし 竃 主軸方向NrlO60－E 全長  

84．5cm、最大幅81．3cm、焚口部幅38．7cm。 出土遺物 土師器、須恵器、灰粕陶器片、瓦 時期10世紀前半  

（2）井戸跡  

l－1号井戸跡（Fig54、PL．19）  

位置 X50、YlO2グリッド 形状等 円形 上幅（1．14）mx（1．02）m、深さ（2．2）m。ロート状に開口し、ほぼ  

垂直に掘り込まれる。 重複 なし 出土遺物 須恵器片、土師器・J不片 時期 出土遣物からは7世紀第3四  

半期  
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×50  ×51  ×52  ×53  ×54  ×55  

0  1：200  10m  

Fig．51元総社蒼海遺跡群（46）調査区全体図  

¢     l：、ユ …甲  
（1－3）  

Fig．52 元総社蒼海遺跡群（46）出土遺物  
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．旦二＿  

＿＿目」L＝123．7m  

0  1：30  1m  
！．．rrl：   

H－1号住居跡カマド層序説明  

1層  暗褐色細砂層  

粘性ややあり  締まりあり   

2層  極暗褐色細砂層  

若占性ややあり  締まりあり   

3層  暗褐色細砂層  

粘性なし  締まり強い   

4層  暗褐色細砂層  

粘性ややあり  締まりあり   

5層  極暗褐色細砂層  

粘性あり  締まりあり   

6層  黒褐色細砂層  

粘性なし  締まりあり   

7層  黒褐色細砂層  

粘性ややあり  締まりあり   

8層  暗褐色細砂層  

粘性なし  締まりあり  

1：60  2m  
！  

H－1号住居跡層序説明  

Ⅰ層  現耕作土   

Ⅱ層  黒褐色粗砂層   

Ⅲ層  黒褐色細砂層   

Ⅳ層  暗褐色細砂層   

V層  暗褐色細砂層  

1層  暗褐色細砂層   

2層  黒褐色細砂層   

3層  黒褐色細砂層   

4層  黒褐色細砂層  

l－1  

粘性なし  

粘性ややあり  

粘性なし  

粘性なし  

粘性ややあり  

粘性ややあり  

粘性ややあり  

粘性なし  

締まりややあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりややあり  

締まりややあり  

締まりあり  

締まりややあり  

締まり強い  

ト1号井戸跡層序説明  

1層  規耕作土   

Ⅲ層  黒褐色粗砂層   

Ⅲ層  黒褐色細砂層  

1層  黒褐色細砂層   

2層  黒褐色細砂層   

3層  黒褐色細砂層   

4層  黒褐色細砂層   

5層  暗褐色細砂層   

6層  暗褐色細砂層  

粘性なし  

粘性ややあり  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性ややあり  

粘性なし  

締まりややあり  

締まりあり  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まりあり  

締まりあり  

A L＝124．Om  A一  

Figう3 元総社蒼海遺跡群（46）H－1号住居跡、Ⅰ一1号井戸跡  
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瓦2（H－1）  

瓦1（H－1）  

瓦8（H－1）  

瓦7（H－1）  

瓦11（H－1）  

瓦9（H－1）  

瓦14（H－1）  

瓦12（H－1）  
瓦13（H－1）  

誉‾‾r‾ ‾ 
腿三彗m   

（1～14）   

Fig．54 元総社蒼海遺跡群（46）出土瓦（1）  
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瓦16（H－1）  

瓦15（H－1）  

瓦18（H－1）  

瓦19（H－1）  

瓦22（H－1）  

瓦21（H－1）  

0  1：6  20cm  

（15一－22）   

Fig．55 元総社蒼海遺跡群（46）出土瓦（2）  

73  





Ⅵ 元総社蒼海遺跡群（49）   





1調査区の概要   

本調査区は、元総社蒼海遺跡群（43）の北西に隣接し、標高約119m程である。検出した遺構は、竪穴住居跡6  

軒と井戸2基である。   

本調査区の発掘調査は、住居移転及び工事の兼ね合いから、路線中央部への下水施設の敷設に伴う立会い調査  

後の実施となった。そのため、調査区中央に下水施設敷設に伴う幅約1．30mのカクランが存在する。また、北部、  

の調査前篠薮であった箇所は、篠の伐採・抜根に伴うと思われるカクランにより、遺構は確認できなかった。以  

上の理由により全体的に遺構の保存状態は悪く、遺構は比較的保存状態の良い南部からの検出であった。  

2 基本層序  
Ⅰ層  暗褐色土  コンクリート片等の産業廃棄物によっ  

て構成される盛り土。  

盛り土前の耕作土。砂質土。  

盛り土前の耕作土。砂質土。斑鉄が発  

達する。  

砂質土。As－C、HrFP混入。  

ⅠⅠⅠ層より漸移的に変化する。砂の粒度  

は細かくなる。混入するAsC、HrFP  

も少なくなる。  

総社砂層を起因とする。砂質土層。  

Ia  

L＝119．Om   
IV  Ⅲ 

V   

ⅠIa層 暗褐色土  

ⅠIb層 黒褐色土  

ⅠⅠⅠ層  黒褐色土  

ⅠⅤ層  暗褐色土  

Fig．56 元総社蒼海遺跡群（49）基本層序  

Ⅴ層  暗褐色土  

※住居跡はⅠⅤ層を掘り込んで構築される。  

3 遺構と遺物  

（1）竪穴住居跡  

H－1号住居跡（Fig．59、PL．20）  

位置 Ⅹ138・139、Y221～223グリッド 主軸方向 N－900E 形状等 隅丸方形 東西［3．64］m、南北5．16  

m、壁現高27cm 面積［18．20］rn2 床面 ほぼ平坦である。竃 東壁中央南寄り。主軸方向N90DE 全長  

（74）cm、最大幅（104）cm ピット Pl長軸48cm、短軸46cm、深さ16．5cm 壁周溝 北・南・西壁 重複I1  

号井戸跡と重複し、Ⅰ1号井戸跡より古い。 出土遺物 須恵器・璽片・蓋、灰柚陶器・皿、羽釜、高台椀、  

鉄渾 時期 不明  

H－2号住居跡（Fig．60・61、PL．21）  

位置 Ⅹ137・38、Y220～221グリッド 主軸方向 N96Q－E 形状等 隅丸方形 東西（3．30）m、南北3．56m、  

壁現高39cm 面積（10．36）nf 床面 ほぼ平坦である。竃 南東隅。主軸方向N1100－E 全長（144）cm、最  

大幅（72）cm、焚口部幅（40）cm ピット Pl長軸40cm、短軸32cm、深さ46．5cm P2 長軸40cm、短軸30cm、  

深さ16・5cm 壁周溝 北・南・東壁 重複 H3・4・5と重複し、H－3・5より新しく、H4より古い。  

出土遺物 カワラケ、羽釜、土師器・碧 時期10世紀前半  

H－3号住居跡（Fig．60、PL．21）  

位置 Ⅹ137・38、Y220～221グリッド 主軸方向 N－800E 形状等 方形 東西（3．04）m、南北（1．00）m、  
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壁現高52cm 面積1．57m2 床面 ほぼ平坦である。竃 末検出 壁周溝 なし 重複 H－2と重複し、本  

住居跡が古い。 出土遺物 土師器片 時期 不明  

H－4号住居跡（Fig．60・62、PL．23）  

位置 Ⅹ137・38、Y220～221グリッド 主軸方向 N－93∩－E 形状等 方形 東西（0．88）rIl、南北（3・朗）111、  

壁現高21cm 面積（2．91）rri床面 ほぼ平坦である。竃 南東隅。主軸方向N15lOpE 全長［116］cm、最  

大幅［76］cm、焚口部幅［3幻cm 壁周溝 なし 出土遺物 須恵器・大賓片、土師器・杯片、羽釜片 時期10世  

紀後半  

H－5号住居跡（Fig．60・61、PL．22）  

位置 Ⅹ188・189、Y220・221グリッド 主軸方向 N 94O E 形状等 隅丸方形 東西［3．12］m、南北［4．12］  

m、壁現高32cm 面積［9．01］lTj 床面 ほぼ平坦である。 竃 東壁中央南寄り。主軸方向N900rE 全長  

59cm、最大幅50cm、焚口部幅30cm 壁周溝 北・西壁 出土遺物 なし 時期 不明  

H－6号住居跡（Fig．62、PL．23）  

位置 Ⅹ187・188、Y222グリッド 主軸方向 N－80D－E 形状等 方形 東西（1．60）m、南北（0．28）m 面積  

（0．47）nf 床面 床面は調査区外にあり不明。竃 東壁。主軸方向Np970E 全長（92）cm、最大幅（44）cm  

壁周溝 不明 出土遺物 高台椀 時期10世紀後半  

（2）溝跡  

W－1号溝跡（Fig．58）  

位置 Ⅹ137・138、Y214・218～220グリッド 主軸方向 Nr9OW 形状等 断面U字形 最大上幅0・72m、  

最小上幅0．20m、最大下幅0．52m、最小下幅0．12m、深さ23．5cm、長さ24．08m 時期 不明  

（3）土坑・井戸跡  

D－1号土坑（Fig．58）  

位置 Ⅹ137・138、Y224グリッド 主軸方向 N900－E 形状等 方形 東西幅0．45m、南北幅1・90m、深さ  

33cm 出土遺物 瓦 時期 不明  

D－2号土坑（Fig．63、PL．21）  

位置 Ⅹ137・138、Y219グリッド 主軸方向 N－92OrE 形状等 長方形 最大幅1．72m、最小幅1・56m、深  

さ52．Ocm 出土遺物 羽釜片、高台椀 時期10世紀前半  

D－3号土坑（Fig．63、PL．124）  

位置 Ⅹ137・138、Y218・219グリッド 主軸方向 N7lOE 形状等 長橋円形 最大幅1．20m、最小幅0・80  

m、深さ21cm 出土遺物 須恵器片、土師器片、羽釜片 時期10世紀  

l－1号井戸跡（Fig63、PL．22）  

位置 Ⅹ138、Y223・224グリッド 形状等 上幅（2．20）mx（1．80）m、深さ（2．40）m。ロート状に開口し、ほぼ  

垂に掘り込まれる。 重複 なし 出土遺物 石臼 時期 不明  
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l－2号井戸跡（Fig59、PL．22）  

位置 Ⅹ138、Y222・223グリッド 形状等 上幅（1．40）mx（1．28）m、深さ（1．50）m。ロート状に開口。 重複  

H－1と重複、H－1より新しい。 出土遺物 瓦 時期 不明  

T－1号竪穴状遺構（Fig．73、PL．28）  

位置 Ⅹ137～138、Y219・220グリッド 主軸方向 N－1190－E 形状等 隅丸方形 東西（2．32）m、南北  

（1．34）m、壁現高4cm 面積 2．06Ⅰげ 床面 ほぼ平坦である。 出土遺物 須恵器片、土師器片 時期 重複  

関係から10世紀前半以前  
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×137  ×138  X139  ×140  

⑥   

0  1：200  10m  

X138  ×139  ×140  

Fig．57 元総社蒼海遺跡群（49）調査区全体図  
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H－1号住居跡層序説明  

1層   黒褐色細砂層  

2層   暗褐色細砂層  

3層   黒褐色細砂層  

4層   黒褐色細砂層  

5層   暗褐色細砂層  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まり強い  

粘性あり   締まりあり  

粘性ややあり 締まりあり  

粘性ややあり 締まりあり   

B L＝119．Om  

0  1：30  1m  

H1号住居跡竃層序説明  

1層   暗褐色細砂層  

2層   暗褐色細砂層  

3層   暗褐色細砂層  

4層   暗褐色細砂層  

0  1：60  2m  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まり強い  

粘性ややあり 締まり弓凱、  

粘性なし   締まり強い   

H－2号住居跡竃層序説明  

1層   暗褐色細砂層  

粘性なし   締まりあり  

2層   暗褐色細砂層  

粘性なし   締まりあり  

3層   黒褐色細砂層  

粘性なし   締まりあり  

4層   黒褐色細砂層  

粘性なし   締まりあり  

5層   暗褐色微砂層  

粘性なし   締まりあり  

6層   極暗褐色微砂層  

粘性なし   締まりあり  

7層   暗褐色細砂ブロック  

粘性なし   締まりあり  

B一  

ロ  1：30  1m  

Fig．58 元総社蒼海遺跡群（49）H1号住居跡  
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基本層序説明  

Ia層  現耕作土  

Ib層  暗褐色細砂層  

粘性なし   締まり強い  

Ic層  にぷい黄褐色細砂層  

粘性なし  締まりあり   

Ⅲa層  暗褐色紺砂層  

粘性なし  締まりあり   

Ⅲb層  暗褐色細砂層  

粘性なし  締まり強い   

Ⅲ層   暗褐色細砂層  

粘性あり  締まりなし   

Ⅳ層   暗褐色細砂層  

粘性なし   締まり強し、   

V層   暗褐色微細砂層  
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粘性なし  

H2号住居跡層序説明  

11層  暗褐色細砂層  

粘性なし  

12層  暗褐色細砂層  

粘性なし  

13層  暗褐色紺砂層  

粘性なし  

H3号住居跡層序説明  

14層  暗褐色細砂層  

粘性なし  

15層  暗褐色細砂層  

粘性なし  

H－4号住居跡層序説明  

1層   暗褐色細砂層  

粘性なし   

2層   黒褐色細砂層  

粘性なし   

3層   暗褐色細砂層  

粘性なし   

4層   暗褐色細砂層  

粘性なし   

5層   暗褐色細砂層  

粘性なし   

6層   褐色中砂層  

粘性なし   

7層   暗褐色細砂層  

粘性なし   

8層   暗褐色細砂層  

粘性なし  

9層   暗褐色細砂層  

粘性なし  

10層  暗褐色細砂屑  

米占性あり  

T－1号竪穴状遺構層序説明  

16層  暗褐色細砂層  

粘性なし  

17層  暗褐色細砂層  

粘性なし  

締まりあり  

締まり強い  

締まりあり  

締まり強い  
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締まり強い  
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締まり強い  

締まりあり  

締まり強い  

締まり強し、  

締まりあり  

締まりあり  

締まり強し、  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  
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締まりあり  

締まりあり   

Fig．59 元総社蒼海遺跡群（49）H－2～4号住居跡、T1号竪穴状遺構  
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H－4カマド  

H4号住居跡カマド層序説明  

1層   黒褐色細砂層  

2層   暗褐色細砂層  

3層   にぷい黄褐色細砂層  

4層   暗褐色細砂層  

5層   暗褐色細砂層  

6層   暗褐色細砂層  

7層   暗褐色紺砂層  

8層   暗褐色細砂層  

0  1：30  1m  
！．．i」「≠＝J    ：！  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

米占性なし  

粘性なし  

粘性なし  

ポ占性なし  

半占性なし  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

⊂ ＿L＝118．7m  

H－5号住居跡カマド層序説明  

1層   黒褐色紺砂層  

粘性なし  

2層   黒褐色細砂層  

粘性なし  

3層   黒褐色細砂層  

粘性なし  

4層   暗褐色微砂層  

粘性なし  

5層   暗褐色細砂層  

粘性なし  

締まりあり  

締まりあり  

締まり強い  

締まりあり  

締まりあり  

A L＝119．Om  旦  ＿＿  

0  1：30  1m  

0  1：60  2m  

H－6号住居跡カマド層序説明  

1層   暗褐色細砂層  

粘性なし   締まりあり  

2層   極暗褐色微砂層  

粘性あり   締まりあり  

H－6カマド  

」」  3層  黒褐色細砂層  

粘性ややあり 締まりあり  

4層   黒褐色細砂層  

粘性あり   締まりややあり  

5層   黒褐色微砂層  

粘性なし   締まりあり  

6層   黒褐色細砂層  

粘性なし   締まりあり  

7層   黒褐色細砂層  

粘性なし   締まりあり  

A L＝118．7m  旦  ＿＿  

0  1：30  

0  1：60  2m  

Fig．60 元総社蒼海遺跡群（49）H2・4号住居跡竃  
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」」 D2号土坑層序説明  
1層   黒褐色細砂層  

粘性なし  

2層   黒褐色細砂層  

粘性なし  

締まりあり  

締まりあり  

3層   黒褐色細砂層  

粘性ややあり 締まりあり  

4層   黒褐色細砂層  

粘性なし   締まりあり  

5層   黒褐色細砂層  

粘性なし   締まりあり  

6層   黒褐色細砂層  

粘性ややあり 締まりあり  

7層   黒褐色細砂層  

粘性なし   締まりあり  

0  1：30  1m  

A L＝119，2m  ．＿△二  

Fig．61元総社蒼海遺跡群（49）H－5・6号住居跡  
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t J   

11（D－2）  

13（H－3）  

（13）  

1：4  10cm O  

0       l：3    10cm               皇二⊥  よ．．．．こ      亡  
（6・7・9・10）  （1～5、8・11・12）  

Fig．62 元総社蒼海遺跡群（49）出土遺物  
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Ⅶ 元総社蒼海遺跡群（50）   





1 調査区の概要   

本調査区は蒼海遺跡群の南西部、染谷川の左岸に位置する。調査区東西に長い長方形を呈する。周辺は、住宅  

が立ち並ぶ一角で、調査前には、集合住宅が立っていた。遺構の保存状況はあまり良くなく、検出された遺構は、  

縄文時代の竪穴住居跡が1軒、古墳時代～平安時代の竪穴住居跡が18軒、土坑4基、竪穴状遺構が1基が検出さ  

れた。  

2 基本土層   

グランドレベルの直下には厚さ90cmの産業廃棄物（コンク  

リートブロックなど）が存在し、部分的には遺構を破壊する  

箇所も存在した。比較的に保存状態の良いところではこの産  

業廃棄物層の直下に近年のもとと推定できる水田耕作土が存  

在し、酸化鉄が確認できた。  

Ia層 暗褐色土 現耕作土。プラスチック等の近年の遺  

物を含む。  

Ib層 暗褐色土 現耕作土。  

Ic層 にぶい黄褐色土 粒度がやや大きい砂質土。  

IIa層 暗褐色土 砂質土。AsC、Hr－FP混入。  

IIb層 黒褐色土 砂質土。AsC、Hr－FP混入。  

III層  黒褐色土 砂質土。AsC、Hr－FP混入。  

ⅠⅤ層  暗褐色土ⅠⅠⅠ層より漸移的に変化する。砂の粒度  

は細かくなる。混入するAs－C、HrLFP  

も少なくなる。  

Ⅴ層  暗褐色土 総社砂層を起因とする。砂質土層。  Fig．63 元総社蒼海遺跡群（50）基本層序  

※住居跡はⅠⅤ層を掘り込んで構築される。  

3 縄文時代の遺構と遺物  

（1）竪穴住居跡  

」－1号住居跡（Fig．67、PL．23）  

位置 Ⅹ59・60、Y187・188グリッド 主軸方向 N63ローE 形状等 角丸方形 東西（5．32）m、南北（3．24）  

m、壁現高43cm 面積 7．60m2 床面 ほぼ平坦である。 炉 未検出。調査区外に存在するものと思われる。  

ピット Pl 長軸（12）cm、短軸16cm、深さ19cm P2 長軸36cm、短軸24cm、深さ28cm P3 長軸20cm、短  

軸16cm、深さ23．5cm P4 長軸22cm、短軸20cm、深さ19cm P5 長軸20cm、短軸18cm、深さ33cm P6 長  

軸22cm、短軸20cm、深さ18cm P7 長軸12cm、短軸10cm、深さ15．5cIT］P8 長軸12cm、短軸10cm、深さ11cm  

P9 長軸20cm、短軸16cm、深さ17cm PlO 長軸22cm、短軸12cm、深さ10cm Pll長軸18cm、短軸16cm、深  

さ20cm 壁周溝 なし 重複 H17と重複。 出土遺物 縄文土器片（諸磯C式期）・剥片 時期 縄文時代前  

期諸磯C式期  
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4 古墳時代～奈良・平安時代の遺構と遺物  

（1）竪穴住居跡  

H－1号住居跡（Fig．68、PL．24）  

位置 Ⅹ50・51、Y187・188グリッド 主軸方向 N1000－E 形状等 方形 東西（2．60）m、南北（2．04）m、  

壁現高29cm 面積 4．69m2 床面 ほぼ平坦である。 竃 南東隅。主軸方向N1500－E 壁周溝 なし 重  

複 なし 出土遺物 土師器片、灰粕陶器片 時期 不明（形状からは平安時代の終り）  

H－2号住居跡（Fig．68）  

位置 Ⅹ51、Y188グリッド 主軸方向 N 660E 形状等 東西（1．42）m、南北（1．71）m、壁現高34cm 面  

積 0．93m2 床面 ほぼ平坦である 竃 未検出 ピット Pl長軸48cm、短軸46cnl、深さ29cm 壁周溝 な  

し 重複 H3と重複。本住居が古い。 出土遺物 須恵器片、土師器片、灰粕陶器片 時期 8世紀前半  

H－3号住居跡（Fig．68）  

位置 Ⅹ51、Y189グリッド 主軸方向 N650－E 形状等 やや丸みを帯びる方形。東西（2．34）m、南北  

（2．53）m、壁現高30cm 面積 3．74m2 床面 ほぼ平坦である。 竃 未検出 壁周溝 なし 重複 H2・  

H－4と重複。H－2より新しく、H－4より古い。 出土遺物 土師器・椀 時期 8世紀後半  

H－4号住居跡（Fig．68）  

位置 Ⅹ51、Y188・189グリッド 主軸方向 Nr900E 形状等 角丸方形 東西（0．88）m、南北（3．28）m、  

壁現高27．5cm 面積 2．42m2 床面 ほぼ平坦である。 竃 末検出 壁周溝 なし 出土遺物 須恵器片、土  

師器・杯片 時期 9世紀前半  

H－5号住居跡（Fig．69、PL．24）  

位置 Ⅹ51～53、Y188・189グリッド 主軸方向 N－9lOrE 形状等 角丸方形 東西5．84m、南北（3．68）m、  

壁現高16．5cm 面積14．24rn2 床面 ほぼ平坦である。 竃 東壁。主軸方向Nr90OpE 全長120．Ocm、最大  

幅（30）cm、煙道長（70）cm ピット Pl長軸32cm、短軸30cm、深さ49cm P2 長軸44cm、短軸32cm、深さ32  

cm 壁周溝 北壁・東壁 出土遺物 高台椀、須恵器・碧、土師器 時期 9世紀後半  

H－6号住居跡（Fig．69、PL．24）  

位置 Ⅹ52・53、Y188グリッド 主軸方向 N85㌣－－E 形状等 角丸方形 東西［3．04］m、南北（3．04）m、壁  

現高11cm 面積 3．26m2 床面 ほぼ平坦である。 竃 未検出 壁周溝 なし 重複 H5・9と重複し、  

いずれよりも古い。 出土遺物 須恵器片、土師器片、灰粕陶器片、瓦片 時期 8世紀後半  

H－7号住居跡（Fig．70、PL．25）  

位置 Ⅹ53・54、Y188・189グリッド 主軸方向 N－830－E 形状等 角丸方形 東西3．50m、南北（2．88）m、  

壁現高12cm 面積 9．36ITi床面 シルト質粘土 竃 末検出 ピット Pl長軸40cm、短軸28cm、深さ10cm  

P2 長軸40cm、短軸30cm、深さ15cm P3 長軸22cm、短軸20cm、深さ7cm 壁周溝 北壁・西壁 重複 H  

8・9と重複し、いずれよりも古い。 出土遺物 高台椀 時期 重複関係から9世紀代  
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Hq8号住居跡（Fig．70）  

位置 Ⅹ53・54、Y188グリッド 主軸方向 Nr950－E 形状等 角丸方形 東西（2．08）m、南北（1．80）m、壁  

現高13cm 面積（3．83）rn2 床面 撹乱により不明 竃 主軸方向N850E 全長（52．0）cm、最大幅60．Ocm  

壁周溝 不明 貯蔵穴 南東済 D－4 重複 H－7と重複し、H－7より新しい。 出土遺物 須恵器、土  

師器、羽釜、瓦 時期10世紀前半  

H－9号住居跡（Fig．70、PL．25・26）  

位置 Ⅹ52～54、Y187・188グリッド 主軸方向 N17lOE 形状等 西壁が丸みを帯びる隅丸長方形 東西  

（4．45）m、南北（3．72）m、壁現高19．5cm 面積13．63nf 床面 ほぼ平坦 竃 南西隅。主軸方向N－203O－E   

全長82cm、最大幅70cm 重複 H－6・7・8・10・11と重複し、Hu6・7・10・11より新しく、H－8よ  

り古い。 出土遺物 須恵器、土師器・賓、羽釜、灰和陶器片、瓦 時期10世紀代  

H－10号住居跡（Fig．70、PL．26）  

位置 Ⅹ54、Y188グリッド 主軸方向 N－1190－E 形状等 不明 竃周辺のみ検出 面積1．00Ⅰぱ 床面  

不明 竃 東壁。主軸方向N－108OE 全長78cm、最大幅50cm 壁周溝 東壁 出土遺物 須恵器、土師器、瓦  

時期 9世紀前半  

H－11号住居跡（Fig．70、PL．26）  

位置 X53・54、Y186～188グリッド 主軸方向 N918E 形状等 方形 東西不明 南北（3．96）m、壁現  

高17．5cm 面積12．89ni2 床面 ほぼ平坦 竃 東壁中央南寄り。主軸方向N9lOE 全長88cm、最大幅55cm  

出土遺物 須恵器・碧、土師器・碧、瓦、灰柚陶器片 時期10世紀代  

H－12号住居跡（Fig．68、PL．24）  

位置 Ⅹ51、Y187グリッド 主軸方向 NL900－E 形状等 不明 南壁のみ検出 東西（2．66）m、南北（0．30）  

m、壁現高8．5cm 面積 0．60m2 床面 ほぼ平坦である。 竃 未検出 壁周溝 なし 出土遺物 なし 時期  

不明  

H－13号住居跡（Fig．71、PL．27）  

位置 Ⅹ56・57、Y187・188グリッド 主軸方向 N116ロE 形状等 隅丸長方形 東西（3．12）m、南北（1．76）  

m、壁現高30．5cm 面積 3．73m2 床面 ほぼ平坦である。 竃 東壁。主軸方向N105OE 全長（84．0）cm、  

最大幅（38．0）cm 壁周溝 なし 貯蔵穴 南東隅 出土遺物 須恵器、土師器、灰粕陶器片、羽釜 時期10世  

紀前半  

H－14号住居跡（Fig．72、PL．28）  

位置 Ⅹ61、Y186・187グリッド 主軸方向 N920E 形状等 方形 東西（1．44）m、南北（3．32）m、壁現  

高5cm 面積 3．90Ⅰげ 床面 ほぼ平坦である。 憲 未検出 壁周溝 なし 出土遺物 須恵器、土師器、灰  

粕陶器片 時期10世紀前半  

H－15号住居跡（Fig．72、PL．28）  

位置 Ⅹ61・62、Y186・187グリッド 主軸方向 N－101O－E 形状等 隅丸方形 東西（2．80）m、南北（3．92）  
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m、壁現高6cm 面積 8．85rn2 床面 ほぼ平坦である。 竃 未検出 壁周溝 西壁・北壁 出土遺物 須恵  

器、土師器、鉄製品 時期 9世紀第4四半期  

H－16号住居跡（Fig．72）  

椀位置 Ⅹ61、Y186・187グリッド 主軸方向 N900E 形状等 方形 東西（1．08）m、南北（2．32）m、壁  

現高4cm 面積 2．45m2 床面 ほぼ平坦である。 竃 東壁。主軸方向N900－E 全長63cm、最大幅65cm、  

焚口部幅65cm 壁周溝 なし 出土遺物 須恵器、土師器、灰粕陶器片、瓦、羽釜 時期10世紀後半  

H－17号住居跡（Fig．72、PL．27）  

位置 Ⅹ60、Y186・187グリッド 主軸方向 N－950uE 形状等 角丸長方形 東西（1．80）m、南北（3．90）m、  

壁現高11．5cm 面積（5．89）nf 床面 ほぼ平坦である。 竃 南東隅。主軸方向NL1360－E 全長86cm、最大  

幅48cm、焚口部幅36cm 壁周溝 なし 出土遺物 須恵器、土師器、灰和陶器片、瓦、羽釜 時期10世紀後半  

H－18号住居跡（Fig．72）  

位置 Ⅹ60・61、Y186・187グリッド 主軸方向 N920－E 形状等 東西（3．04）m、南北（2．20）m、壁現高  

5cm 面積（0．74）が 床面 ほぼ平坦である。 竃 未検出 壁周溝 なし 出土遺物 高台椀、羽釜片、須  

恵器、緑粕陶器片 時期10世紀前半  

（2）土坑・ピット・竪穴状遺構  

D－1号土坑（Fig．73、PL．24）  

位置 Ⅹ51、Y187・188グリッド 主軸方向 N－88OpE 形状等 円形 最大幅0．78m、最小幅0．72m、深さ  

26cm 出土遺物 土師器片 時期 不明  

D－2号土坑（Fig．73、PL．24）  

位置 Ⅹ51、Y187・188グリッド 主軸方向 N1280－E 形状等 楕円形 最大幅0．85m、最小幅0．74m、深  

さ13．Ocm 出土遺物 時期 不明  

D－3号土坑（Fig．73、PL．24）  

位置 Ⅹ52、Y187グリッド 主軸方向 N－1160－E 形状等 楕円形 最大幅1．04cm、最小幅0．90m、深さ28．O  

cm 出土遺物 時期 不明  

D－4号土坑 欠番（H8の貯蔵穴として処理）  

D－5号土坑（Fig．73）  

位置 Ⅹ60、Y186・187グリッド 主軸方向 N－670－E 形状等 やや歪な円形 最大幅0．80m、最小幅0．70  

m、深さ24．Ocm 出土遺物 高台椀・羽釜片、瓦 時期10世紀代  

D－6号土坑（Fig．73）  

位置 Ⅹ60、Y186・187グリッド 主軸方向 N670E 形状等 やや歪な円形 最大幅0．80m、最小幅0．70  

m、深さ24．Ocm 出土遺物 高台椀、灰粕陶器、瓦 時期 9世紀代  
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T－1号竪穴状遺構（Fig．73、PL．28）  

位置 Ⅹ58、Y188・189グリッド 主軸方向 N▼1100－E 形状等 隅丸方形 東西（2．32）m、南北（1．34）m、  

壁現高4cm 面積 2．06m2 床面 ほぼ平坦である。 出土遺物 なし 時期 不明  
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卜、  く：0  （つヽ  

Fig，64 元総社蒼海遺跡群（50）調査区全体図  
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J1号住居跡層序説明  

1層   黒褐色細砂層  

粘性なし  

2層   黒褐色細砂層  

粘性なし  

3層   暗褐色細砂層  

粘性なし  

4層   暗褐色細砂層  

粘性なし  

5層   暗褐色細砂層  

粘性なし  

6層   暗褐色微砂層  

粘性なし  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり   

0  1：60  2m  

0  1：60  2m  

H－1号住居跡層序説明  

1層   黒褐色細砂層  

粘性なし  

2層   黒褐色細砂層  

粘性なし  

3層   黒褐色細砂層  

粘性なし  

4層   黒褐色細砂層  

粘性なし  

5層   黒褐色細砂層  

粘性なし  

6層   黒褐色細砂層  

粘性なし  

締まり強い  H－12号住居跡層序説明  

3層   黒褐色細砂層  

粘性なし   締まり強い  

暗褐色細砂層  

粘性なし   締まり強い  

黒褐色細砂層  

粘性なし   締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

Fig．65 元総社蒼海遺跡群（50）J1号住居跡、H－1・12号住居跡  
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H－2号住居跡層序説明  

8層   暗褐色微砂層  

9層   暗褐色微砂層  

10層   黒褐色細砂層  

11層   黒褐色細砂層  

12層   黒褐色細砂層  

13層   黒褐色細砂層  

14屑   黒褐色細砂層  

15層   黒褐色細砂層  

16層   黒褐色細砂層  

17層   黒褐色細砂層  

18層   黒褐色細砂層  

19層   黒褐色細砂層  

20層   暗褐色微砂層  

汁3号住居跡層序説明  

8層   暗褐色微砂層  

11層   黒褐色細砂層  

H－4号住居跡層序説明   

6層   暗褐色柵砂層   

7層   黒褐色細砂層  

粘性ややあり 締まり強い  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まりあり  

粘性あり   締まり弓凱、  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まり強い  

粘性あり   締まり強い  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まり強い  

粘性ややあり 締まり強い  

粘性あり   締まり強い  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

Fig．66 元総社蒼海遺跡群（50）H2～4号住居跡  
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H－5号住居跡層序説明  

1層   極暗褐色微砂層  

2層   暗褐色細砂層  

3層   暗褐色細砂層  

4層   極暗褐色微砂層  

5層   黒褐色細砂層  

10層   暗褐色細砂層  

11層   黒褐色微砂層  

12層   黒褐色徴砂層  

13層   暗褐色細砂層  

14層   暗褐色細砂層  

15層   黒褐色細砂層  

16層   暗褐色細砂層  

17屑   極暗褐色微砂層  

18層   にぷい黄褐色細砂層  

19層   極暗褐色微砂層  

20層   暗褐色細砂層  

21層   暗褐色細砂層  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

半占性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

ポ占性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

22層   暗褐色紬砂層  

23層   極暗褐色微砂層  

24層   暗赤褐色細砂層  

25層   黒褐色細砂層  

26層   暗褐色細砂層  

27層   黒褐色微砂層  

28層   黒褐色微砂層  

29層   暗褐色細砂層  

30層   暗褐色細砂層  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

相性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

H6号住居跡層序説明  

29層   黒褐色細砂層  

30層   黒褐色細砂層  

粘性あり   締まり強い  

粘性ややあり 締まり強い  

Fig．67 元総社蒼海遺跡群（50）H－5・6号住居跡  
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H－7号住居跡層序説明  

1層   黒褐色細砂層  

2層   黒褐色細砂層  

3層   黒褐色細砂層  

4層   暗褐色微砂層  

5黒   褐色細砂層  

6層   暗褐色細砂層  

7層   黒褐色細砂層  

′      l  （ ノI  

H－5号住居跡カマド層序説明  

1層   黒褐色細砂層  

2層   極暗褐色微砂層  

3層   黒褐色細砂層  

4層   黒褐色細砂層  

5層   黒褐色細砂層  

6層   暗褐色細砂層  

7層   黒褐色細砂層  

締まり強い  

締まりあり  

締まりあり  

締まり強い  

締まりあり  

締まりあり  

締まりあり  

粘性なし  

粘性ややあり  

粘性なし  

粘性ややあり  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性ややあり 締まりあり  

粘性ややあり 締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

粘性なし   締まりあり  

1
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H－9号住居跡層序説明  

1層   黒褐色粗砂層  

2層   黒褐色細砂層  

3層   黒褐色細砂層  

4層   黒褐色粗砂層  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まり強し、  

粘性ややあり 締まり強い  

粘性ややあり 締まり強い  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まり強し1  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まりあり  
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Fig．68 元総社蒼海遺跡群（50）H7・9～11号住居跡  
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H－9号住居跡カマド  
H－9号住居跡カマド層序説明  

1層   暗褐色細砂層   粘性なし  

2層   暗褐色細砂層   粘性なし  

3層   暗褐色細砂層   粘性なし  

4層   暗褐色細砂層   粘性なし  

5層   暗褐色微砂層   粘性なし  

締まり強し、  

締まりあり  

締まり強い  

締まり強い  

締まりあり  

H－11号住居跡カマド  

A L＝122．7m  

0  1：30  

A■  

H－10号住居跡カマド  

A L＝121．7m  

0  1：30  1m  

l‾一   

AL＝121．9m  

H－11号住居跡カマド層序説明  

1層   黒褐色細砂層  

2層   黒褐色細砂層  

3層   黒褐色細砂層  

4層   黒褐色細砂層  

5層   黒褐色細砂層  

6層   黒褐色細砂層  

粘性なし  

粘性なし  

半占性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

A’  

0  1：30  1m  

H－8号住居跡カマド  

H8号住居跡カマド層序説明  

1層   黒褐色細砂層  

半占性なし   締まりあり  

2層   暗褐色細砂層  

粘性なし   締まり強い  

3層   暗褐色細砂層  

粘性なし   締まり強い  

．
■
■
／
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〆
 
7
1
 
『
 
 
 
 
 
 
1
 
 

A■  

A L＝1凱16m  
l  

旦  

0  1：30  1m  

Fig．甜 元総社蒼海遺跡群（50）H8～11号住居跡  
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H－13号住居跡カマド  

0  1：60  2m  

・Lr．．：      上  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まりあり  

層  

粘性ややあり 締まりあり  

H－13号住居跡層序説明  

1層   暗褐色細砂層  

2層   黒褐色細砂層  

3層   暗赤褐色細砂  

4層   黒褐色細砂層  

Hl13号住居跡カマド層序説明  

1層   黒褐色細砂層  

2層   極暗褐色細砂層  

3層   黒褐色細砂層  

4層   極暗褐色細砂層  

5層   黒褐色細砂層  

6層   赤褐色細砂層  

0  1：30  1m  
粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

締まりあり  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まりあり  

締まりあり  

H－14号住居跡層序説明  

1層   黒褐色粗砂層  

2層   黒褐色粗砂層  

3層   黒褐色細砂層  

4層   黒褐色細砂層  

5層   黒褐色細砂層  

H－15号住居跡層序説明  

6層   黒褐色粗砂層  

7層   黒褐色細砂層  

8層   黒褐色細砂層  

9層   黒褐色細砂層  

10層   黒褐色細砂層  

粘性なし   締まり強し、  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まり強い  

粘件なし   締まりあり  

1：60  2m  

Fig．70 元総社蒼海遺跡群（50）H－13～15号住居跡  
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Hl16号住居跡層序説明  

1層   黒褐色細砂層  

2層   黒褐色細砂層  

3層   黒褐色細砂層  

4層   黒褐色細砂層  

5層   黒褐色細砂層  

6層   黒褐色和砂層  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

粘性なし  

締まりあり  

締まり強し、  

締まり強い  

締まり強い  

締まり強い  

締まり弓凱ヽ   

H－16号住居跡カマド  

H－17号住居跡カマド  

．こ△＿  
」Lし121．5m  且二 ＿＿  

0  1：30  1m  

ト1．．．二      十  
A L＝121．8m  A■  

H－17住居跡カマド層序説明  

極暗褐色細砂層   粘性なし   締まりあり  

黒褐色細砂層  粘性あり   締まりあり  

黒褐色細砂層  粘性なし   締まりあり  
0  1：30  1m  

T－1号竪穴状遺構層序説明  

1層   黒褐色粗砂層  

2層   黒褐色粗砂層  

3層   黒褐色粗砂層  

4層   黒褐色細砂層  

5層   黒褐色細砂層  

6層   黒褐色細砂層  

7層   黒褐色細砂層  

8層   黒褐色細砂屑  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まり強い   

A L＝122．1m  

0  1：60  2m  

！：．＿．．」．」」二      」   

Fig．71元総社蒼海遺跡群（50）H－16～18号住居跡、T－1号竪穴状遺構  
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＿△⊥  」」   

AL＝12l．7m  ．A」   A ＿＿ A■  △ ＿  ＿＿＿ 

D－1号土坑層序説明  

1層   黒褐色細砂層  

2層   黒褐色細砂層  

D－2号土坑層序説明  

1層   黒褐色細砂層  

2屑   黒褐色細砂層  

3層   黒褐色細砂層  

4層   黒褐色細砂層  

5層   黒褐色細砂層  

D－3号土坑層序説明  

1層   黒褐色細砂層  

2層   黒褐色細砂層  

3層   黒褐色細砂層  

4層   黒褐色細砂層  

5層   黒褐色細砂層  

粘性なし   締まり強い  

粘性ややあり 締まりあり  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まり強い  
A L＝121．5m  旦二  ＿  

粘性なし   締まり強い  

粘性なし   締まり強い  

粘性あり   締まり強い  

粘性ややあり 締まり強い  

粘性あり   締まりあり  

0  1：30  1m  

Fig．72 元総社蒼海遺跡群（50）D－1～3・5号土坑  
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、、＼、、．  

19（H－13）  

Lj・41甲ト⊥り「i3  
（8～9、14～16）  （1～7、10～13、17～19）  

Fig．73 元総社蒼海遺跡群（50）出土遺物（1）  
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（H－14）   

25（H－16）  

28（H－18）  

＿q≡≡あ  

29（H－18）  

一  8  

30（H－19）   

1：3  I血椚  0  1：4  10cm O  

L．．．ニ     霊  
（21・28）  （20、22～27、29・30）  

Fig．74 元総社蒼海遺跡群（50）出土遺物（2）  
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瓦2（H－13）  

瓦1（H－11）  

瓦4（H－7）   

瓦6（H－13）  

瓦7（H－13）  

瓦8（H－13）  

瓦9（H－7）  
瓦10（H－13）  

Fig．75 元総社蒼海遺跡群（50）出土瓦  

・・・ト  
－1  －・－  

（1～10）   
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ⅤIlIま と め  

鍛冶遺構について  

・今回、蒼海遺跡群（40）から、比較的保存状態の良い状態で、鍛冶遺構が検出され、調査された。H－13号住  

居跡の中央南寄りで検出したこの鍛冶遺構施設は、炉心・金床石、船と呼ばれる土坑、さらには操業の際に生じ  

た辞などを捨てるための施設である廃倖土坑がセットで確認され、周辺からは鉄浮や・椀型倖・鍛造薄片が検出  

された。   

炉心は地山に長軸長27cm・短軸長23cmの楕円形の深さ7cm程の浅い堀込みを穿った形で構築され、還元状態の  

鉄分を多量に包含する焼成灰層に覆われていた。また、椀型渾が操業当時の状態でこの焼成灰層の上に載ってい  

た。確認当初、さらにこの炉心の上には径約30cmの多孔質の輝石安山岩の角円礫が載った状態であった。この石  

が操業当時にどのような役割を持ったものかは不明である。なお、この炉心の脇から、製品を作るための11×24  

m、長さ20．4cmの棒状鉄製品（半製品）が出土している。鞘の存在は確認できなかった。操業がその形状等から、  

鍛造鍛冶に関わるものと推定できることから、手持ちの革製もしくは木製の鞘であったのかもしれない0   

金床石、上面が平坦で長軸長40cm・短軸長24cm・厚さ32cnlの大きな砂岩の円礫で、その上面は良く敲きこまれ、  

剥離の跡が確認できるほか、よく摩耗しており、テカテカと光沢を帯びていた。この金床石は、地山に掘り込ま  

れた20cm程の穴に埋め込まれ、しっかりと固定されていた。   

p1は、金床石のに北側に近接して配され、長軸長56cm、短軸長34cm、深さ21cmを測るやや歪な楕円形を呈  
する。P－2は金床石の南に近接して配され、長軸長64cm、短軸長25cm、深さ27cmを測る長方形を呈する0いず  

れのピットからも鍛造薄片以外の遺物は検出されなかった。   

廃浮土坑は、これら炉心・金床石・ピットを結ぶ線の中央北側に配される。長軸長86cm・短軸長68cm・深さ21  

cmを測るやや歪な方形を呈する。   

炉心中央から金床石の中央までの距離は110cmを測る。   

鉄・鉄器生産の工程は①採鉱②築炉③製錬④選別⑤精錬鍛冶（大鍛冶）⑥鍛練鍛冶（小鍛冶）・鋳造の6工程に  

大別して把握できる（穴沢1989）   

編者はかつて、大胡町教育委貞会刊『横沢芳山・横沢大塚遺跡』（2002）において群馬県内の⑤精錬鍛冶および  

⑥鍛練鍛治の遺構について集成し、鍛冶炉の存在パターンによる分類を試みた。分類の方法、基準はTab・2に示  

したとおりであるが、結果として、県内において確認された遺構は11種の分類（空欄は結果として存在が確認で  

きなかった）に収まる結果となった。その際の集成と分類を示したものが、Tab・3である。   

今回検出調査された鍛冶遺構は、この分類に従えばC－1類（竪穴住居跡内に鍛冶炉が存在し、それに敷設し  

た土坑をもつ）に当てはまる。遺構はその出土遺物から8世紀の第4四半期であり、鍛冶遺構の変遷史において  

は、広く一般集落内にも、鍛冶遺構が普及する9世紀より、若干早い時期である。   

本遺跡の南約1kmには上野国府直属と想定できる大規模な鍛冶工房を擁する鳥羽遺跡が存在する0本遺構の成  

立過程において、鳥羽遺跡の鍛冶工房（8世紀中～後半）の存在が影響したものと想像できる。  
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Tab．2 鍛冶遺構分類基準  

鍛冶炉の個数  
鍛冶炉と建物との関係  鍛冶炉及び土坑の有無  

1基のみ   複数   

1類  鍛冶炉とそれに敷設される土坑が存在するもの  A1a類  A1b類  

掘立柱建年勿内に鍛冶炉が存  
A類  

在するもの  
2類  鍛冶炉のみが存在するもの  

－3類   
家事関連遺物を包含する土坑のみが存在するも  

の  

－1類  鍛冶炉とそれに敷設される土坑が存在するもの  B－1a類  B【1b類  

竪穴状の遺構内に鍛冶炉が  
B類  2類  鍛冶炉のみが存在するもの  B－2b類  

存在するもの  

3類   
家事関連遺物を包含する土坑のみが存在するも  

の  

1類  鍛冶炉とそれに敷設される土坑が存在するもの  C1類  

竪穴住居内に鍛冶炉が存在  

C類   するもの  
2類  鍛冶炉のみが存在するもの   C2類  

家事関連遺物を包含する土坑のみが存在するも  
3類  

の   
C3類  

－1類  鍛冶炉とそれに敷設される土坑が存在するもの  D－1類  

上屋や外部との区画が認め  

D類   られず屋外に存在するもの  
－2類  鍛冶炉のみが存在するもの   D－2類  

3類   
家事関連遺物を包含する土坑のみが存在するも   D3類  

の  

※空欄は結果として、県内では未確認  

参考・引用文献  

窪田蔵郎1973 『鉄の考古学』雄山閣出版株式会社  

たたら研究会1987 『日本古代の鉄生産』  

田口勇1988 『鉄の歴史と化学』裳華房  

麻柄幸子1988 「古代北陸の鉄生産」『同志社大学考古学シリーズⅠⅤ考古学と技術』  

福島雅儀1988 「福島県における古代の鍛冶遺構」『同志社大学考古学シリーズⅠⅤ考古学と技術』  

国立歴史民俗博物館1994 『国立歴史民俗博物館研究報告第58集 日本・韓国の鉄生産技術《調査編1≫』  

国立歴史民俗博物館1994 『国立歴史民俗博物館研究報告第59集 日本・韓国の鉄生産技術《調査編2》』  

赤沼英男・福田豊彦1997 「鉄の生産からみた北方世界」『国立歴史民俗博物館研究報告第72集』国立歴史民俗博物館  

横浜市歴史博物館・柳横浜市ふるさと歴史財団埋蔵文化財センタ」1998 『兵の時代一古代末期の東国社会』  

寄居町遺跡調査会1999 『中山遺跡』（第1次・第2次）  

村上恭通1999 『倭人と鉄の考古学』㈱青木書店  

鉄器文化研究会 2001『日韓鉄器文化の特質と交流』  

尾崎高宏 2001「新潟県における古代の製鉄一鍛冶関連遺構の検討－」『研究紀要 第3号』㈲新潟県埋蔵文化財調査事業団  

大田区立強度博物館 2001『ものづくりの考古学』東京美術  

佐々木稔ほか 2002 『鉄と鋼の生産の歴史古代から近世初頭にいたる』竹内書店新社  

大胡町教育委貞会 2002 『横沢芳山遺跡・横沢大塚遺跡』  

佐々木稔ほか 2009 『鉄と銅の生産の歴史金・銀・鉛も含めて 増補改訂版』竹内書店新社  
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Tab．3 群馬県内鍛冶遺構集成  

化学分析  
番号  市町村  合併前   遺跡名   遺構名   分類  時期   鍛冶関連出土遺物  

分析者   分析結果   

桐 生  桐 生  大門遺跡   A－1a  9・－）10C  スケール  

羽口・砥石類・鉱辞小塊・  鍛錬津・精錬梓・精錬  
2  高 崎  群 馬  鳥羽追跡   Il号工房跡   A¶1b  8C前半   金敷用台石・微細鉄片・  

嗣渾   

Ⅰ2号工房跡   高 崎  群 馬  鳥羽遺跡  A－1b  8C中頃  砥石・羽口煩・嗣障・金 敷用台石  大澤正己   鍛錬洋・精錬渾・精錬  

前の小塊（砂鉄系）   

桐 生  新 里  峯岸遺跡   13号住居（小鍛冶）  B1a  9C前半  鉱i宰  

前 橋  富士見  小原目遺跡   B1a  金床石・鉄粉・鉄製品・  
椀型i宰・羽口・砥石  

桂敬■高  
前 橋  前 橋  芳賀東部団地遺跡Ⅰ  5号製鉄址   B1a  焼石・羽口・鉄倖  

塚秀治   
鍛錬浮   

羽口り遮石・鉄辞・椀型  

浮・流動浮・チップ・金  
7  前 橋  前 橋  鳥取福蔵寺追跡   製錬鍛冶炉   B1a  9C中頃    紺様破片・鉄器末成品・  

鉄器半製品  

8  吉 岡  吉 岡  大久保A追跡   第1号過構   
鉄棒・鉄製品（斧・刀子・  

B－1a  10C末   タガネ？）・半製品・破片  

9  安 中  松井田  行田梅木平遺跡   1号製鉄炉   B1a  羽口  

安 中  松井田  行田栃木平追跡   2号製鉄炉   B1a  羽口・小鉄辞  

羽口・椀型浮・流動捧・  

11  前 橋  大 胡  横沢芳山遺跡   鍛冶遺構   B1a  9C後半   鉄塊系遺物・鍛造剥片・  

金床石・半製品   チ   

12  前 橋  大 胡  堀越丁二本松遺跡  小鍛冶遺構   B－1a  9C後半  羽口・金床石・鉄i宰  

13  高 崎  群 馬  鳥羽遺跡   Kl号工房跡   B1b   8C中～後   羽⊂l  

半  

銅棒・羽口・砥石類・鉄  

B－1b  8C中   浮小塊・金敷用台石・微  
精錬鍛治浮・精錬前の  

14  高 崎  群 馬  鳥羽遺跡   王3号工房跡  

細鉄片   
小塊（砂鉄系）   

15  高 崎  群 馬  鳥羽遺跡   i4号工房跡   B1b  8C中  台石破片  

16  高 崎  群 馬  鳥羽遺跡   ‡5号工房跡   B1b  8C前半  台石破片  

B1b  鞘羽口  

焼石・椀型鉄i宰・チップ  
B1b  

ス・羽口・鉄製品・炉壁   
鍛錬倖・鍛冶捧の混在   

鉄紺・鉄浮・チップスi  
19  前 橋  前 橋  芳賀東部団地遺跡ⅠⅠ  T2号製鉄址   B1b  奈良後期   羽口・椀型淳  

団地遺跡ⅠⅠ  T3号製鉄址   B1b  羽口・鉄i宰・椀型樺  

9C中頃か  
小鍛治跡   B1b  

第2四半期   

22  高 崎  吉 井  黒熊中西遺跡   8号テラス   B1b  
敲き石状の石・鉄7宰・鉄  

釘  

小鍛冶遺構   B2b  
羽口破片・鉄製品破片  

23  渋 川  北 橘  羽場追跡  
（釘・刀子・不明品）  

羽口・鉄梓・椀型搾・チッ  
1区5B号住居跡  C1  9C後半   プ   赤沼英男  精錬梓・鍛錬揮   

C1  9C後半  踊羽口・椀型淳・台石  

26  みどり  笠 懸  笠懸村宮久保追跡  25号住居跡   C－1  鉄製品・鉄梓・鞘羽口  

27  桐 生  桐 生  清水西遺跡   1号住居跡   C1  8C中葉  鉄棒  

28  高 崎  群 馬   冷水村東追跡・西国分   B区1号住居跡   C1   
9C第1四  

新田遺跡  半期   捧炉壁片  

上野国分僧寺・尼寺中   B区第78号住居跡   羽口・鉄1宰・台石・椀型  
29  高 崎  群 馬  

間地域  
C1  9C前半   捧  

C1  平安   
台石・羽口・椀型浮・ス  

30  渋 川  渋 川  田中遺跡   11号住居跡  ケール  

31  高 崎  高 崎  田端遺跡   B区第7B号住居跡  C1   
10C未～11  

甜羽口・鉄製品   高塚秀治  製錬韓・鍛冶i宰の混在   
C  

32  桐 生  新 里  峯岸遺跡   62号住居（小鍛冶）  C－1  9C後半  羽口・鉄i宰  

33  太 田  新 田  中江田八ツ縄遺跡  2区27号住居跡   C1  10C後半  羽口・鉄製品  

34  沼 田  沼 田  赤坂追跡   6号住居跡   C1  平安   瑞羽口  

35  前 橋  前 橋  芳賀北部団地遺跡Ⅰ  Il197号住居跡   C－1  輔羽口  

36  前 橋  前 橋  芳賀北部同州蒲郡TI  HR7号仔屑跡   C1  9C律半  鉄津・羽口・甜塙  
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化学分析  
番号  市町村  合併前   追跡名   遺構名   分類  時期   鍛冶関連出土辿物  

分析者   分析結果   

37  前 橋  前 橋  堤東追跡   1号住居跡   C1  奈良   鉄i宰  

羽口■鉄浮・鉄斧・不明  
前 橋  前 橋  二之宮宮東追跡   竪穴住居跡Jl12遺構  C1  9C後半   鉄製品   井上厳  鉄の租鉱的   

台石・羽口・チップ・小  
39  吉 岡  吉 岡  沼南遺跡   61号住居跡   C1  10C後半   スラグ  

40  高 崎  吉 井  黒熊栗崎遺跡   20号住居跡   C2   
9C前半～  

中   台石・鉄釘  

41  高 崎  群 馬   上野国分侶寺・尼寺中   B区第40号住居跡  C－2  10C後半  羽口・スラグ  
間地域  

太 田  太 田  東田遺跡   第1号住居跡   C3  羽口・鉄浮  

43  高 崎  高 崎  山名柳沢遺跡  28号住居跡   鉄津・炉壁・椀型渾  

44  高 崎  高 崎  田端遺跡   B区第4号住居跡  C－3  11C前半  鉄棒・フィゴ羽口   高塚秀治  製錬浮・鍛冶梓   

45  沼 田  沼 田  赤坂遺跡   C3  平安  

46  沼 田  沼 田  赤坂遺跡   1号住居跡   C3  平安   羽口・鉄製品（釘）  

47  沼 田  沼 田  石墨遺跡   31号住居跡   C－3  8C後半  砥石・羽口・椀型韓  赤沼英男  精錬韓   

48  高 崎  吉 井  矢田遺跡IIl   03号住居   D1  11C以降  鞘片・鉄渾  

10C前葉以  
49  太 田  尾 島  三ツ木皿沼遺跡   60号住居上層遺構  D1  

降   椀型韓・塊状i宰  

50  渋 川  北 橘  分郷八崎遺跡   1号精錬炉   D1  鉄倖・フィゴ  

2号精錬炉   D1  鉄浮  

52  渋 川  渋 川  有馬条里遺跡ⅠⅠ   2号鍛治遺構   D1  羽口  

鍛造剥片・小型塊状捧・  

沼 田  沼 田  石墨遺跡   2号鍛治炉   D1  8C後半   ふいご・羽口・椀型浮・  

球状辞   

DKD－1へ′5号鍛冶  羽口・炉壁・鉄浮・術羽  
藤 岡  藤 岡  稲荷屋敷遺跡  D1  

5号精錬前鉄塊・精  

遺構  【コ   大澤正己   錬倖・鍛錬捧   

55  藤 岡  藤 岡  稲荷屋敷遺跡   
10C後半～  

DKD6号鍛冶遺構  D－1  
11C   椀型i宰   

大澤正己  鍛錬毒宰   

56  前 橋  前 橋  芳賀北部団地遺跡Ⅰ  F3号製鉄址   D1  羽口・椀型枠  

57  高 崎  吉 井  黒熊中西遺跡   1号炉・1号土坑  D1  鉄章宰・フィゴ羽口  

58  吉 岡  吉 岡  大久1呆A追跡   第2号過構   D－1  10C   蒲羽⊂l・鉄浮・チップ  

鍛治関連遺構（鍛冶  

59  前 橋  大 胡  浅見遺跡  炉・10号土坑・11号土  

坑・12号土坑）   

跡  1区1号鍛冶遺構   

1区3号鍛冶遺構  D－3  10C前半  羽口・鉄棒・チップ  

64  伊勢崎  伊勢崎  ．下植木壱町田遺跡  3区1号鍛冶遺構  D3  9C前半  鉄幹・チップ・湯玉  

65  伊勢崎  伊勢崎  上植木光仙房遺跡  1号小鍛冶跡   D3  羽口・1武石  

D3  羽口・砥石  

10C前葉～  
D－3  

11C前半   

D3  鍛造剥片・鉄津・羽口  

D－3  鉄倖  

70  高 崎  群 馬  鳥羽遺跡   Ⅰ4号土坑   D3  鉄浮  

鉄倖・炉壁・砂鉄・鍛造  
71  藤 岡  藤 岡  稲荷屋敷遺跡   EKD1号鍛治遺構  D3  

剥片  

72  前 橋  前 橋  芳賀北部団地遺跡Ⅰ  P3土坑   D－3 鉄棒  

73  前 橋  前 橋  芳賀北部団地遺跡Ⅰ  F一号2製鉄址   D3  鉄浮・フィゴロ  

前 橋  前 橋  神明東遺跡   D6号土坑   D－3  滞羽口・鉄韓  

75  高 崎  吉 井  矢田追跡川   01号小鍛治   D3  古代？  衡片・鉄i宰  
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Fig．76 群馬県内鍛冶遺構集成（1）  
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13．Kl号工房跡（鳥羽連跡：群馬）  

14．13号工房跡（鳥羽遺跡：群馬）  
21ノト鍛冶跡（填東遺跡：前橋）  

23．小鍛冶遺構（羽場遺跡：北橘）  

Q  】3・14・15  6m  1琶．4号製鉄址（芳賀東部団地遺跡1：前橋）  

0  4m  

Fig．77 群馬県内鍛冶遺構集成（2）  
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27．1号住居跡（清水酉辻跡：桐生）  

36．H87号住居跡（芳賀東部同相跡Ⅱ：前橋）  一≦′キー‾  

31．B区7B号住居跡  

（田端遺跡：高崎）  

ロ  ヰm   

Fig．78 群馬県内鍛冶遺構集成（3）  
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ーーー、＿．′／ト  

47・31号住居（石墨遺跡こ沼田）  41．B区第40号住居跡  

（上野国分僧寺・尼寺中間地域 亀⑥  

：群馬）  
．′  

帥D‾l 

＝④  
49．60号住居上層遺構（三ツ木皿沼遺跡：尾島）  

1‘り  

55・DKD6号鍛冶遺構  

（稲荷屋敷遺跡：藤岡）  

も   

62・1区2号鍛冶遺構  

（下植木壱町田遺跡：伊勢崎）  

61．1区1号鍛冶遺構  

弧1号鍛冶炉   （下植木壱町田遺跡‥伊勢崎）  

53．2号製鉄炉  
DKD‾一   （石墨遺跡：沼田）  

（川額軍原1遺跡：昭和）  

54．DKD－ト5号鍛冶遺構  

（稲荷屋敷遺跡：藤岡）  

Fig．79 群馬県内鍛冶遺構集成（4）  
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PL.l 

元総社蒼海遺跡群(40)調査区全景(北から)



Pし2

元総社蒼海遺跡群(40)調査区全景(真上から)



PL 3 

元総社蒼海遺跡群(40) 調査区全景(東から)

元総社蒼海遺跡群(40) 調査区全景 (南東から)



PL 4 

元総社蒼海遺跡群(40) J 一 l全景(南から)

元総社蒼海遺跡群(40) J - 1遺物出土状態 元総社蒼海遺跡群(40) J - 1埋蚤

元総社蒼海遺跡群(40) J - 1 遺物出土状態 元総社蒼海遺跡群(40) J - 1遺物出土状態



島町竺....... 

元総社蒼海遺跡群(40) J - 2 全景(北から)

元総社蒼海遺跡群(40) J - 2 遺物出土状態

元総社蒼海遺跡群(40) J - 3 遺物出土状態

込手出品L 配

元総社蒼海遺跡群(40) J - 3 埋窪

元総社蒼海遺跡群(40) J - 3 遺物出土状態

PL 5 



PL 6 

元総社蒼海遺跡群(40) J - 3全 景(北から)

元総社蒼海遺跡群(40)J - 3 a 全景 元総社蒼海遺跡群(40)J -3 b 全景

元総社蒼海遺跡群(40)JD - 1全景 元総社蒼海遺跡群(40)JD -2 全景



PL.7 

元総社蒼海遺跡群(40 )U - 1全景 元総社蒼海遺跡群(40 )U -2 全景

元総社蒼海遺跡群(40 )石匙出土状態 元総社蒼海遺跡群(40) H - 1全景 (北から)

元総社蒼海遺跡群(40) 調査区南西部全景 (真上から)



PL .8 

元総社蒼海遺跡群(40) H - 1遺物出土状態(東から) 元総社蒼海遺跡群(40) H -4 竃全景

元総社蒼海遺跡群(40) H -4 全景 (南東から)

元総社蒼海遺跡群(40)H -4 遺物出土状態 元総社蒼海遺跡群(40) H -4 遺物出土状態



元総社蒼海遺跡群(40) H -4 全景(真上から)

元総社蒼海遺跡群(40)H - 6竃全景

元総社蒼海遺跡群(40) H - 6 土層堆積状況 元総社蒼海遺跡群(40 )H -6 全景

PL 9 

9・喝、

4 ・ー〉

ミJ



PL 10 

元総社蒼海遺跡群(40) H - 7 全景(西から)

元総社蒼海遺跡群(40)H 一7 竃全景 元総社蒼海遺跡群(40) H -7 竃全景

元総社蒼海遺跡群(40) H - 7遺物出土状態 元総社蒼海遺跡群(40) H-7 遺物出土状態



PL 11 

元総社蒼海遺跡群(40) H - 8 全 景 (西から)

元総社蒼海遺跡群(40)H -8 篭全景 元総社蒼海遺跡群(40 )H - 8遺物出土状態

元総社蒼海遺跡群(40)H - 9 全景 元総社蒼海遺跡群(40)H -9 篭全景



PL 12 

元総社蒼海遺跡群(40) H - 10 全景(北から)

元総社蒼海遺跡群(40) H -10 遺物出土状態

元総社蒼海遺跡群(40) H -11 遺物出土状態 元総社蒼海遺跡群(40) H -11 全景(北から)



PL. 13 

元総社蒼海遺跡群(40)H -13全景(西から)

元総社蒼海遺跡群(40) H -13全景 (南から)



PL.14 

元総社蒼海遺跡群(40) 鍛冶遺構全景(南から)

元総社蒼海遺跡群(40)H-13 竃全景 元総社蒼海遺跡群(40) 鍛冶遺構棒状鉄製品出土状態

元総社蒼海遺跡群(40) 鍛冶遺構・炉心全景 元総社蒼海遺跡群(40) 鍛冶遺構・炉心土層堆積状況



PL.15 

元総社蒼海遺跡群(40 )H -14 全景 元総社蒼海遺跡群(40 )H-16 全景

元総社蒼海遺跡群(40 )H-16 竃全景 元総社蒼海遺跡群(40)H - 17 全景

元総社蒼海遺跡群(40)H -18全景 元総社蒼海遺跡群(40) H -18竃全景

元総社蒼海遺跡群(40)H-19全景 元総社蒼海遺跡群(40) H -19紡錘車出土状態



PL. 16 

元総社蒼海遺跡群(40) H -20 全景 元総社蒼海遺跡群(40) H -20 丸鞘出土状態

元総社蒼海遺跡群(40) H -20 鉄銀出土状態 元総社蒼海遺跡群(40) H-22 ・23 全景

元総社蒼海遺跡群(40) H -23 竃全景 元総社蒼海遺跡群(40) H -24 全景

元総社蒼海遺跡群(40) H -24 篭全景 元総社蒼海遺跡群(40) H -25 ・36 全景



PL.17 

元総社蒼海遺跡群(40) H -12 ・26 全景(西から)

元総社蒼海遺跡群(40)H-26 竃全景 元総社蒼海遺跡群(40) H -27 全景(西から)

元総社蒼海遺跡群(40) H -27 全景(東から) 元総社蒼海遺跡群(40)H-27 東竃全景



PL .18 

元総社蒼海遺跡群(40) H -29 全景(南から)

元総社蒼海遺跡群(40) H -31 全景 元総社蒼海遺跡群(40) H -33 全景

元総社蒼海遺跡群(40) H -34 全景 元総社蒼海遺跡群(40) H -37 全景



P L 19 

元総社蒼海遺跡群(40 )H -38 全景 元総社蒼海遺跡群(40 )D 一 l全景

元総社蒼海遺跡群(40)D -2全景 元総社蒼海遺跡群(40) B - 1全景

元総社蒼海遺跡群(46) H - 1全景 元総社蒼海遺跡群(46)H 一 I篭全景

元総社蒼海遺跡群(46) 1 - 1全景 元総社蒼海遺跡群(46) 1 - 1土層堆積状況



PL 20 

F ・ 内 J l 

元総社蒼海遺跡群(49) 調査区全景(南から)

元総社蒼海遺跡群(49) H 一 l全景 (西から)



PL.21 

元総社蒼海遺跡群(49) D- 2全景 元総社蒼海遺跡群(49)D-2 遺物出土状態(南から)

元総社蒼海遺跡群(49) D -2 遺物出土状態(西から) 元総社蒼海遺跡群(40) H -2 竃全景

元総社蒼海遺跡群(49)H-2 ・3 全景 (西から)



PL 22 

元総社蒼海遺跡群(49) 1一 I全景 元総社蒼海遺跡群(49) 1 - 2全景

元総社蒼海遺跡群(49)H-5 全景(西から)

元総社蒼海遺跡群(49) H - 5 竃全景 元総社蒼海遺跡群(49) H - 5竃土層堆積状況



PL.23 

元総社蒼海遺跡群(49) H -4 竃土層堆積状況 元総社蒼海遺跡群(49 )H - 6竃土層堆積状況

元総社蒼海遺跡群(50) 調査区全景 (西から) 元総社蒼海遺跡群(50)調査区全景 (東から)

元総社蒼海遺跡群(50) J - 1全景 元総社蒼海遺跡群(49) J 一 l土層堆積状況



PL .24 

元総社蒼海遺跡群(50)H-5 ・6 全景(西から)

元総社蒼海遺跡群(50) H -5 竃全景 元総社蒼海遺跡群(50) H -5 竃土層堆積状況

元総社蒼海遺跡群(50)H-12 ・D - 1 . 2全景 元総社蒼海遺跡群(50) D - 3全景



PL.25 

元総社蒼海遺跡群(50) H -7 全景(西から)

元総社蒼海遺跡群(50) H ← 9 全景 (西から)



PL 26 

元総社蒼海遺跡群(50) H - 9竃全景 元総社蒼海遺跡群(50)H- IO竃全景

元総社蒼海遺跡群(50)H-l l全景(西から)

元総社蒼海遺跡群(50)D-5 遺物出土状態 元総社蒼海遺跡群(50) D- 5全景



PL .27 

元総社蒼海遺跡群(50)H-13 竃全景

元総社蒼海遺跡群(50)H-13 全景 元総社蒼海遺跡群(5) H -17 篭全景

元総社蒼海遺跡群(50) H -17 全景(西から)



PL 28 

元総社蒼海遺跡群(50)H ~14 ・ 15全景(西から)

元総社蒼海遺跡群(50) T ~ 1全景(北東から)



PL 29 

2 (J - 1) 

4 (J ー 1) 

元総社蒼海遺跡群(40) 縄文時代出土遺物・ 土器(1 ) 



PL .30 

7 (J - 1) 

9 (J - 1) 

25( J ー 1 ) 39 ( J - 1) 

元総社蒼海遺跡群(40)縄文時代出土遺物 ・土器(2 ) 



PL .3 1 

53( J - 3) 

5 1(J -2) 

55( J - 3) 

83( 埋蜜 1) 84( 埋蜜 2) 

元総社蒼海遺跡群(40) 縄文時代出土遺物・土器(3 ) 



PL 32 

88( J - 1) 

85 ( J - 1) 87( J ー 1) 

86( J - 1) 

92( J ← 2 ) 

9 1 (J - 2) 

89( J - 1) 90 (J ー 1 ) 

96( J - 2) 

93( J - 2) 

97 (H - 9) 

元総社蒼海遺跡群(40)縄文時代出土遺物・ 石器(1 ) 
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98( J - 1) 

10 2( J -3) 

10 6(H -27) 

10 9(表採)

III (A -1 ) 

/，ー

ι念
99( J - 2) 

103 (1 -3) 

r'. 

107 (H -33) 

歩、
1I0(表採)

11 3(A- I) 

100( J -3) 

104 (.1 -3) 

108 (H -33) 

P L 33 

10 1 (J -3) 

105( H -23) 

11 2(H -27 ) 

11 4 
(X42 、 Y141 )

元総社蒼海遺跡群(40) 縄文時代出土遺物 ・石器(2 ) 



PL 34 

18(H -4) 

17(H -4) 

20(H - 4) 

24( 日-5) 

3(H ー 1) 

2 (H ー 1) 

4 (日一 1) 

lO(H -4) 

16(H -4) 

25(H - 6) 

元総社蒼海遺跡群(40) 出土遺物(1 ) 

8 (H -2) 

7 (町一 2 ) 

11( H - 4) 

14(H -4) 

15(H -4) 

13(H -4) 



28 (H -7) 

39 (H -8) 

46 (H -I0) 

31 (H - 7) 

40(H -8) 

44( H -9) 

49 (H -10) 

47(H -10) 

55( H -11) 

元総社蒼海遺跡群(40) 出土遺物(2 )

Pし35

37 (H - 8) 

5 1(H -10) 

45 (H ー 10 )

52 (H ー 11)



PL.36 

59(H ー 13) 58(H -1 3) 

63(H ー 13)

64( H - 13) 

71( H -13) 62( H ー 13)

67(H -13) 

66(H -13) 

70(H -13) 

65(H ー 13)

72(H -15) 76(H -16) 77(H ー 16)

80(H -18) 

元総社蒼海遺跡群(40) 出土遺物(3 ) 



86( H -2 1) 

85( H -21) 

9 1 (H -24) 

88( H -24) 

93( H - 24) 

92(H -24 ) 

も錨輔圏置
95 (H -27) 

97(H -29) 

元総社蒼海遺跡群(40) 出土遺物(4)

PL_ 37 

89 (H - 23) 

90(H - 24 ) 

-
""" 守 ・三 『周司.幽・

去五 也lIIIi醤事遍酪 s

|伝説と季髭癖畿運鞠l
...芦....押写.，司君牽合同区~明 ・

96 (H -27) 



P L.38 

元総社蒼海遺跡群(40)

98( H -29) 

10 1 (H -29) 

I06(H -29) 

I04 (H -29) 

III(H -37) 

I09( H -36) 

11 2(H -37) 

元総社蒼海遺跡群(46)

114( 0 -2) 
1 (H ー 1) 

元総社蒼海遺跡群(49)

1 (H - 6) 

57( H -16) 

5 (H - 6) 

6 (H - 6) 

2 (H - 6) 

3 (H - 6) 

4 (H ← 6) --盟調和~ 8(H-IO) 
2(D- 2) 

元総社蒼海遺跡群(40) 出土遺物(5 )・元総社蒼海遺跡群(46) 出土遺物・元総社蒼海遺跡群(49) 出土遺物



PL_ 39 

1 (H -2) 
2 (H -3 ) 

6 (H -5 ) 3 (H -5) 

10(0- 2) 4 (H - 5) 

10 (H -8) 5 (H -5 ) 

12(H -9) 
13 (H - 11 ) 

19(H -13) 

18 (H -13) 

17(H ー 13)

23( H -14) 
22 (H -14) 

24 (H -15 ) 

25 (H -16) 27( H -19) 

元総社蒼海遺跡群(50) 出土遺物



PL40 

石 l

(H -14 ) 

石 8
(H -20 ) 

(H ー 13)

石2

(H -24) 

石 3
(H -24) 

石 6
(H ー 19 )

石 4

(H -33) 

元総社蒼海遺跡群(40)出土石製品

元総社蒼海遺跡群(50)

30 
(H ー 19)

5 
(H ー 12 )

2 
(H -20) 

元総社蒼海遺跡群(40) ・元総社蒼海遺跡群(50) 出土鉄製品

石 5
(J -3) 

司.田副'

石7
(H -34) 

4 
(A-l ) 

3 
(A- l) 

津形浮



瓦 4 表

(H -21) 

瓦 3表

(H -2 1) 

元総社蒼海遺跡群(49)

13(H -8)表

元総社蒼海遺跡群(40 )・元総社蒼海遺跡群(49) 出土瓦(1 ) 

瓦 l表

(A-I) 

瓦 2 表

(H -32 ) 

PL 41 



PL .42 

瓦 4 裏

(H -21) 

瓦 3裏

(H - 2 1) 

元総社蒼海遺跡群(49 )

13(H -8)裏

刻
字

瓦 l裏

(A -I) 

瓦 2 裏

(H -32) 

元総社蒼海遺跡群(40) ・元総社蒼海遺跡群(49) 出土瓦(2) 



瓦14 表

(H ー 1) 

瓦 19表
(H ー 1) 

瓦22 表

(H ー 1) 

瓦 5表

(H ー 1) 

元総社蒼海遺跡群(46) 出土瓦(1 ) 

瓦18表

(H - 1) 

瓦4表

(H ー 1) 

瓦 7表

(H -I) 

PL 43 



PL 44 

瓦14裏

(H - 1) 

瓦19裏
(H - 1) 

瓦22 裏

(H - 1) 

元総社蒼海遺跡群(46) 出土瓦(2 ) 

瓦 5 裏

(H -I) 

瓦18裏

(H - 1) 

瓦4 裏

(H -I) 

瓦 7 裏

(H - 1) 
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群（49）  中世以降   井戸2基、土坑3基   石製品、瓦   

集落跡   竪穴住居跡1軒   土師器、須恵器、鉄製品、   

群（50）  古墳～奈良・平  

安時代   竪穴状遺構1基   
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